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今 回のテーマ として・ 「聖 きみたまの導
き」 を選んだが，本題に入る前に， ワ

ル トハイム国連事務総長の今か ら6年 前の

演説を引用 してみたい。

「私は現在の世 界情勢に関して深 く憂慮

していることがある。そのことについて包

み隠さずはっきりと申し上げたい と思 う。

この問題は世界の責任 ある地位にある人々

が意見を交換 していかなければならないこ

とである。私たちは現代の無秩序の伸展の

中に呑み込まれてしまうのではないか とい

っほとんど共通の危惧の念，つま り私 たち

が十分に理解すること，支配することのお

ぼつかない現象に対す る深い憂慮の念があ

る。 どんなに深 く考えてみて も将来のこと

に関 しては悲観的なことばか りで，無力 と

あきらめの傾 向のみが際立 ってきている。

私はこのことを深 く憂えている。これは何

も目新 しい現象ではない。人間社会 におい

て変化のある時代には，その徴候が見られ

る前に，ほ とん どといって よいほ ど悲観的

な予言がなされて きた。 しか し今まで と違

っているのは，そ ういった現象 を引き起 こ

す問題の規模 である。……

今 日このような対応を迫 られ る課題に直

面 している文明は，一地域に限 らず人類全

体に及んでいる。」(国 連総会の演説，1974

年8月30日)

率 直に言って，現代が混乱 と困惑の うず

まいている時代 であることはだれしもが認

め るところである と思 う。世の中の情勢が

悪化するにつれて，この まま進めば災いが

下ることが 日増 しに明らかになってお り，

その中で私たちが安全に生活するには聖 き

みたまの導きに頼 る以外ないと，私は信 じ

ている。なぜ このように好ましくない状況
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に注意 を向けるか と言えば， それは何 も皆

さんを落胆 させ る気があってのことではな

い。今 日の世界の現実の姿をはっきりと認

識していただきたいからである。

私 自身は落胆 していない し，気がか りで

はあって も，恐れてはいない。このような

話がある。J・ ゴールデン ・キンボール会

長が生前あるステーキ部大会に出席した時

のこと，彼の前の話者が最初か ら最後 まで

それこそ引きも切 らずに激しく悔い改め を

呼びかけた。それ を聞いていたキンボール

兄弟は自分の番になった時，「兄弟姉妹の皆

さん，私たちは皆，家に帰って 自殺 したほ

うがよいようですね」 と語 ったとい う。

これ と同じように現代 も容易ならぬ状況

にあるが，そ うか と言ってキンボール兄弟

の言葉 をそのまま勧めるわけにはいか ない。

というのも，聖 きみたまの導 きに従 うなら

ば，主は必ず私たちを安全に守って下 さる

という揺 るぎない確信が，私の心にあるか

らである。

私たちは瀬戸際まで来て， どうにか平衡

を保っているが， このような状態 も主に と

って何 ら驚 きではない。主は災いが来 るこ

とを御存 じで，逃れる道 を備えてお られる

か らである。1831年11月1日 に，主はこの

よっに言ってお られる。

「主 なるわれ
， この世に住める人々に襲

い来るべ き禍 を知れば，わが僕 ジョセブ ・

ス ミス(二 代 目)を 呼び天 より語 りて彼に

誠命を下せ り。

また他の者 どもに もこれを世の人々に宣

ぶ る様誠命 を与えたれど……。」(教 義 と聖

糸勺1：17-18)

主 は この前の節で，災いが下 る理由 を次

の ように説明 された。



「彼ら(こ の世 に住む人々)は 主の義を

打ち建てんために主 を求めず して， あらゆ

る者おのが心の ままに振舞いおのれらの神
かたち

の姿 を求むれども，その姿は人の世 の像 に

してその本質は一個の偶像な り。そは古び

てついに……朽ちん。」(教 義 と聖約1：16)

ところで，主がジョセブ ・ス ミスを呼ん

で，彼 と他の人々に，世の人々に対 して宣

言す るように と命 じられた戒めの中で与え

られている逃れ る手段 とは，みたまの導 き

である。この戒めの中で，主はみたまの導

きが実存し，すべての人がそれを得 られ る

ことと，みたまの導 きに従 うならば個 人の

問題であれ， 国家の問題であれ，あるいは

国際問題であれ，すべての問題を解決に導

け ることを具体的に，力 を込めて教えてお

られる。みたまの導きを享受することはす

べての人に生 まれなが らに与えられている

権利であるとい うことが，教義 と聖約84章

に次のようにわか りやす く説かれている。

「『みたま』は世に来るあらゆる人々に光

を与え， また 『みたま』はその声 を聴 く全

世界のあ らゆ る人々を照すな り。

この 『みたま』の声を聴 くすべての人は

神 に来る。すなわち，御父の許に来 るな り。

御父はこの者に，汝らに新に結びて確認

したまいし誓約(イ エス ・キリス トの福音)

を教 えたもう。而 してこの誓約は汝 らのた

めに確認 したまい しものなれども，ただに

汝らのためのみならず， また全世 界のため

に為 したまいしな り。」(教 義 と聖約84：46

-48)

あ らゆる人はキ リス トのみたまによって

照らされ ると共に，みたまの導 きに応える

能力 を授け られ るとい う実に重要なこの真

理は，人間は もともと霊の存在であ るとい

っことを念頭 において考 えると非常によく

理解で きる。すべての人は生 まれなが らに

神 の霊の子供 なのである。それゆえ，すべて

の人には，霊 として存在 した前世から，み

たまのささやきに本能的に応える能力が具

わっているとす るのは当然のことである。

「この 『みたま』の声 を聴 くすべての人

は神に来る」 という真理は，聖典の中でた

びたび説かれている。教義 と聖約第93章 に

はこの ようにある。

「誠に
，主か くの如 く言 う。その罪を捨

てわれに来 り， わが名 を呼び，わが声に従

い， わが誠命を守 るあらゆる人々は， わが

面 を見てわれ在るを知 ることあらん。

また，われは世に来 るあらゆる人を照 ら

す真の光なる…… を知 ることあらん。」(教

義 と聖約93：1-2)

一方
，みたまの導 きを拒み，主に逆らっ

て悪魔の誘惑に従 う人は，現世的，肉欲的

で，悪魔につ く者 とな り，反対の方向に進

んで行 く。それについて リーハ イはこのよ

っに記 している。

「それであるから， 人はみな現世に於て

自由であり，およそ人間のためになるもの

は何でも与えられる。そして万人に為 した

もうメシヤの大いなる賢い仲裁によって自

由 と永遠の生命 を選ぶか，また悪魔は万人

が 自分のようにみ じめになることを求めて

いるから，その束縛 と力とに由って定 まる

束縛 と死 とを選ぶか，これは全 く人問の自

由である。」(IIニ ー ファイ2：27)

み た まの導きを受けてそれに従 うことは

非常に大切 である。これによって義人と悪

人 とが区別 されることを考えれば，その重

要性はい くら強謁 して もし過 ぎることはな

いのである。主は次の ように言っておられ
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る。

「およそわが許に来 らざる者 は罪のかせ

の下にあればなり。

これに由 りて，汝 ら義 しき者 と悪 しき者

との区別 を知 り得 ん。然も，全世 界の人々

は今なお罪 と暗黒 との下に うめ くのを知 り

得ん。」(教 義 と聖約84：51，53)

こ の教 えは，聖典の中で何度 も繰 り返 し

教えられている。例えば，教義 と聖約第93

章 ではこのように記 されている。「すべて，

光明を受け入れ ざる霊 を有つ人々は罪を受

く。」(教 義 と聖約93：32)

この一連の教えか ら，みたまの導 きを受

けるか否かは本人次第であるこ とがは っき

りとわかる。この世に来 る人は皆，みたま

の光 を受け， 自由意志 を与えられているの

で， 自由意志 をどの ように行使するかは各

入の責任なのである。

こうしてみ ると，どっちつかず という立

場はなさそうである。聖 きみたまの導 きを

拒むことは， 自分の知恵 と悪魔の ささや き

に身を任せ ることだか らである。イエスが

ニーファイ人に教えられたように， そのよ

うな人は 「しば らくの間その業 を喜ぶ こと

もあらんも，次第に終 りの 日近づ き来 りて，

これらは切 り倒 され，一度入 らば二度 と出

る能わざる火の中に投げ込 まれ」(IIエニーフ

ァイ27：11)る で あろ う。歴史や聖典や 日

日の経験すべ てがこのことの真実性 を確認

している。霊感 を受けない人の知恵では，

決 して困難を解決す ることはで きないので

ある。

時間はもうあまりない。 しか し，必要 と

される数の人々が謙遜になって聖 きみた ま

の導 きに従 いさえすれば，世界的な災いは

避け られるであろう。では，それができな
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い場合にはどうなるだろうか。 この点に関

な

しても，主ははっきりと啓示を与えておら

れる。数 ある中で，次のような啓示がある。

「無人の境 となるほどの懲 しめ この世 の人

人の中に出で来 り，世の人々悔い改めずん
こうむ

ば度々引きつづ き懲 しめを蒙 りてこの世は
かがやき

空 しくな り，世の人々はわが来る時の光輝

により焼きつ くされてことご とく亡び失す

るに至ればな り。」(教 義 と聖約5：19)

しか しながら，世の人々が災いか ら逃れ

る道 を選ぶかどうかは，私たちがなすべ き

こととは無 関係 であ る。 ただ，私 たちは

最善を尽 くして啓示 されている逃れる方法

を彼 らに伝 え，そ してそれを受け入れ るよ

うに全力 を尽 くして願 わなければならない

ことは言 うまで もない。 また私 たちは 自分

自身に関 しては ヨシュア と同 じ立場 を取ら

なければならない。 ヨシュアはイスラエル

の民に このように言っている。

「あなたがたの仕える者 を
， きょう，選

びなさい。ただ し， わた しとわた しの家と

は主に仕 えます。」(ヨ シュア24：15)

聖 きみた まは，聖 きみた まの導 きに従 う

すべての人に平安 をもたらす。エノクの民

や黄金時代 のニーファイ人に見 られたよう

に，聖 きみたまは確かにすべての民に恒久

的な平和 をもた らす。また同様に，義 人に

は，た とえ邪悪な世界でただひとりであっ

たとしても，平安が与 えられる。

主のみたまの励 ましを失い，反抗的で，

強情で，不信仰になった民を率 いていたモ

ルモンは，息子のモロナイに次の ように書

いている。

「しか し私の愛する子よ
，民が強情であ

るにもかかわ らず私たちは熱心に努め よう

ではないか。私 たちは一切の義 しいことに



敵する者に勝って神 の王国で私たちが安息

につ くために，この肉体 を持 っている間に

なさねばならぬ務めがあるか ら， もしその

務めを怠 るならば罪のある者 とされなくて

はな らない。」(モ ロナイ9：6)

予 言者 ジョセブ ・ス ミスはカーセージに

向か う途中，次のように語っている。「兄弟

たち，心配す るには及ぼない。彼 ら(騎 馬

兵の一 団)は あなた方に対 して，昔，真理

の敵が聖徒 たちに した以上の危害 を加 える

ことはない。彼 らは私 を殺すだけである。」

その少 し後にこ う語って い る。「われは，

今 ほふ り場に引かるる子羊の如 く行 く。さ

れ ど，わが心は夏の朝の如 くに穏かな り。

わが良心は神に対 しまたすべての人に対 し

いささかの筈め もなし。」(H魏oη(ゾ 漉6

6加z漉 「教会歴 史」6：554-55;教 義 と聖

糸勺135：4)

聖 きみたまの導 きに従っている人々や個

人を落胆させ る手段 はまった くない し，打

ち負かす手段 もない。聖 きみたまの導きに

従 っている人は，救い主の次の言葉の意味

がわか っている人である。

「わた しは平安 をあなたがたに残 して行

く。わたしが与 えるのは，世が与 えるよう

なもの とは異なる。あなたは心 を騒がせ る

な， またお じけるな。」(ヨ ハ ネ14：27)

教義 と聖約第9章 には，みた まの導 きを

得 ていることを確かめる方法が記されてい

る。

主はオ リヴァ ・カウ ドリに，金版の翻訳

に関 して次のように言われた。「汝心の中に

よく思い計 り，その後願 うこ ともし正 しか

らば汝願わざるべか らず。願 うこと正 しか

らば，その時われ汝の心 を内に燃や さん。

これによ りて汝にその正 しきを感ぜ しむ。」

(教義 と聖約9：8)

「『みたま』は世 に来るあ らゆる人々に光

を与え」(教 義 と聖約84：46)る ということ

を覚えていただ きたい。人は皆 その心にキ

リス トの光を持って生 まれてくるが，全世

界の人を導 くその光 を拒む と，現世的，肉

欲的で悪魔につ く者 となる。この点につい

ては どの聖典 も一致 している。「『みたま』

は世 に来るあらゆる人々に光 を与え」ると

いうこ とと同様に，「『みたま』 はその声 を

聴 く全世界のあ らゆ る人々を照らし，「この

『みたま』の声 を聴 くすべ ての人は神に来

る。すなわち御父の許に来る」(教 義 と聖約

84：46-47)と い うことを心に留める必要

がある。

みたまの導 きを得て， その導 きをいつ も

保ち続けたい と思 う人は， これから申しあ

げる4つ の事柄 を実行 していただきたい。

1番 目は祈ること， それも熱心に祈 るこ

とである。互いに祈 りなさい。人前でも祈

りなさい。 しか し，次の救い主の勧告 を決

して忘れないように。

「あなたは祈る時
， 自分のへやにはいり，

戸 を閉 じて，隠れたところにおいでになる

あなたの父に祈 りなさい。すると，隠れた

事 を見てお られるあなたの父は，報いて下

さるであろう。」(マ タイ6：6)

主 に話 しかけるように話 しなさい。熱烈

な信仰 と確信 とをもって主のみ名 を呼び求

め なさい。

2番 目は，福音を学ぶこと。

3番 目は，義にかなった生活をすること。

自分の犯 した罪を告 白し，捨て去 ることに

よって罪を悔い改め なさい。そして，福音

の教 えに従 って生活することである。

4番 目は，教会で奉仕す ることである。
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この4つ の事柄 を実行 してゆけば，世の

人々が何を言おうと，あなたは聖 きみたま

の導 きを得て現世の生涯を幸福に送ること

がで きるであろ う。

最後に，今回のテーマ 「聖 きみたまの導

き」に関連 して啓示の中か ら2，3の 言葉

を引用したいと思 う。

この啓示の初めの部分で，主は，説得力

のある言葉 で， しか も嘆願の思いを込めて，

人々にまだ時間があるのでみ もとに来るよ

うにと呼びかけてお られる。

そして，残 りの部分 の多くは，主が天の

雲に乗 り，栄光 をもって来 られる主の再臨

のしるしにつ いて，弟子 たちに再度言われ

た言葉である。主は，再臨のしるしに関す

る使徒たちの質問に答えて， これらの言葉

を述べ られた。 またこの啓示の中で，主は

予言者ジ ョセブ ・ス ミスに同 じことを述べ

てお られる。

しるしのひとつ として， 「暗きに坐する者

の中に光輝や き出でん， この光はわが完全

なる福音 なりとす。

され ど彼 らはその光を受け入れず。そは，

彼ら光を認め ざれば，人の教 えの故に より

てわれにこころを背 くればな り。」(教 義 と

聖約45：28-29)

また，「……戦につきて聞かん，また戦の

うわさにつ きて聞かん。全世界は揺れ動 き，
あふ

……地に溢るる懲 しめを見終 りて後 ・・…世

を滅ぼすべ き疫病，地 を覆 うべければな り。

……悪 しき人々の中には
，声を挙げて神 を

のろい死ぬる者たちあ らん。

また地震 も至る所に起 り多くの荒廃は来

らん。 され どなお人々はわれに向いてここ
かたくな

ろを頑固に し，互いに剣 を執 りて殺 し合 う

べ し。

6

お よそわれ を畏 るる者は，来るべき主の
しるし

大いなる日，すなわち人の子の来 る徴 を待

ち望 みつつ あらん。

……見 よ
，われ来 らん。而 して彼ら，わ

れ能力と大いなる栄光の衣を着けて天の雲

に乗 り，すべての聖 き天使 らと共に来 るを

見ん。而 して，およそわれを油断な く待た

ざる者は断ち切 られん。
かいな

それより，主の腕は諸々の国民に下 らん。
あなど こうむ あざけ

か くて侮 る者は災を蒙 り，嘲 る者は焼 き
たた

つ くさるべ し。 また悪 を待ち構 えし者は叩
き

き伐 られて火に投げ込 まれん。
おと

わが栄光 をもて来 るその 日に，十人の処
め

女につきてわが語 りしたとえは成就すべ し。」

これが本当の試 しである。

「賢 くして真理 を受 け入れ聖霊の導きに

だま

従 い騙 され ざりし者は，誠にわれ汝 らに告

ぐ，彼 らは伐 られて火に投げ入れらるるこ

となくその 日に堪 うるべ し。

地はゆず りとして彼 らに与え られ，彼 ら

は殖え満 ちて強 くなり，その子孫 らは罪 を

犯すこ となく育ちて救いに至 らん。

主は彼 らの中に在 りてその栄光は彼らの

上に輝き，主は彼 らの王に して立法者たる

べ し。」(教 義 と聖約45：26，31-33，39，

44，47，50，56-59)

私 た ちは まだ まだ熱心 さが足 りない。そ

れ故，私 たちは聖きみたまの導 きを求めて

欺かれないように しなければならない。

私たちに神の恵みがあるように。そして，

私 たちを導 く聖 きみたまを敏感に感 じ取 り，

それによって 目的を達成すると共に与 えら

れた現世の報 いを得られるよう，イエス ・キ

リス トのみ名 により祈る。アー メン。



質 疑 応 匁口

本誌の回答は問題解決の一助 として与えられたものであり，

教会の教義を公式に宣言するものではありません。

エ リ ッ ク ・ス テ ワ ァ ン

ユ タ州 プ ロ ボ， エ ッジ モ ン ト第11ワ ー ド部

日曜学 校 教 師 ， ホ ー ム テ ィー チ ャー

「ホームティーチング ・プログラムに

関 して，家族にはどのような責任があ

りますか。」

これは実に素晴 らしい質問です。私 たち

はホームテ ィーチングといえば， ホームテ

ィーチャーの仕事 と考 えることが よ くあ り

ます。そして家族の側 の責任は，訪れて く

れたふた りの友人 と少 しの間世 間話 を楽 し

み，それか ら受け身の態度で彼 らの メッセ

ージを聞 くだけのことと考えて しまいます。

実際にはホームティーチャーは，「父親の

要請に よって家族が完成に向か って歩むの

を助ける大切 な存在 なのです。」(「あなた

が立 ち直 ったときには，兄弟たちを力づけ

てや りなさい」 メルケゼデ ク神権定員会用

テ キス ト，1975-76，p.226)つ ま りホー

ムティーチ ャーには，父親 もしくは父親が

いなければそれに代わる家長に指示 を求め

る責任があ ります。言い換えれば，家族に

は，効果的な訪問ができるようにホームテ

ィーチャーに指示 を与える責任があるので

す。

家長 は，家族が 日頃必要 としている事柄

をホームテ ィーチャーに伝 えることによ り，

メッセー ジを選 ぶ手助 けが できます。 ま

た，家族 を見守 り強め るように要請して，

励 ますこともできます。家長である父親が

不活発な教会員である場合，母親は福音の

原則に従 って夫婦 で家族に必要 な事柄 を話

し合い， また家族全体 の活動 を夫婦で計画

して夫の承認を得，さらにホームティーチャ

ーには夫か ら指示を求め るよう要請 します。

最 も幸福 なホームテ ィーチャーは，家族

が本当に必要 としていることを満 たすホー

ムテ ィーチャーだ と思います。ある父親の

話 を御紹介 しましょう。彼はホームティー

チ ャーに，家族一人一人の半年間の目標 を

書 いた紙 を渡 して，親子が共に目標 を達成

できるように援助 を求め，励 ましと理解の

手 を差 し伸べて くれるように頼み ました。

この父親は， ホームティーチャーが家族 を

見守 り，家族 に援助 を与えることができる

ように助けていたのです。ホームテ ィーチ

ャーは問題解決 を助ける第一人者 ですから，

父親 または家長には彼 らを信頼 して助けを

求める義務があ ります。
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ク リフ：オー ド・J・ ス トラ トン博士

ネバダ大学医学部解剖学助教授，ネバダ州

リノ北ステーキ部高等評議員

「茶や]一 ピーには人体に有害な成分

が含まれていますが，厳密にどのよう

な作用があるので しょうか。」

茶や コー ヒーの作用は，その成分である

2種 類のアルカロイ ド，すなわち全世 界ど

こで も植物の中で 自然に合成 されるカフェ

インとテオフィリンに起因 します。これら

の成分は一括して 「キサ ンチ ン誘導体」 と

呼ばれ ます。人体に及ぼす影響や化学的な

作用が非常に似通 っているためです。

アス ピリン(そ の他市販の多 くの薬)に

もキサンチン誘導体が含 まれています。1

キサ ンチ ン誘導体は薬 として使用する分に

は有益 ですが，乱用す ると有害 な作用が現

われます。

キサンチン誘導体 は脳 と脊髄 を刺激 して，

心臓の機能 を増大 し，脳血管を収縮 します。

(特 に作用の強いアスピリン合成物が頭痛

に劇的な効果を上げるのはこのため です)

ま た，気管支筋を弛緩す ることによ り呼吸

8

障害を和 らげ，手足の骨格筋の収縮 を起こ

し，尿の生成 を促進 し，胃液の分泌を高め，

総体的に代謝率 を増大 します。2こ れ らの

作用か ら明らかな ように，注意深 く調剤す

れば多種多用の治療に用いることがで きま

すが，乱用すれば重大な副作用 を招 くこ と

にな ります。

茶や コー ヒーにはタンニ ンが含まれてい

るので飲用 を避けるべ きだ と考える人がい

ます。 しか し， タンニン酸 も使い方によっ

ては有益 な治療薬にな ります。組織を収縮

させて出血 を抑制す るほか，下痢の治療に

も効果があります。ただしタンニン酸 はキ

サンチン誘導体ではあ りません。

キサンチ ンを過剰投与すると，下痢，め

まい，不安，ふるえ，頻繁 な排尿，不眠な

ど， 多くの有害な症状が現 われます。そ し

て投与を中止すると，激 しい頭痛が起 こり

ます。過剰投与量には個人差がありますが，

ある研究者の報告によれば，カフェイン50

-200㎎ で これらの症状が現われ るとい う

ことです。1ま た2種 類の主要 な薬理学の

テキス トでは，最大有効量 を250㎎ として

います。2180ccの カ ップ1杯 の コー ヒー

には100-150㎎ ， 同 じく茶には65-75㎎ の

カフェインが含 まれています。1

1.J.EGreden，`亀4η 短6ζyoγC励 ゴ忽s〃ZJ/1

α@9ηos'ゴ6Z)飽 窺 駕α　AmericanJournal

ofPsYchologY131〔1974〕 ：1089-92.

2.J.C.Ritchie，`℃6撹 名α1ハ セγooπεεys!6初

S'勿z%」 伽 孟s，醜 θX伽 漉 加6∫"inThePharma-

cobgicalBasisofTherapeutlcs，ed.L.S.

GoodmanandAGilman，pp.367-68E.B.

Truitt，``ηzθXiα η砺 η6s"inDrill'sPharma.

cologyinMedicine，46thed。 ，ed，J.R.

Dipalma，pp.533-56.



正義への旅
A・ リ ン ・ス コ ー ズ ビー

_醗 霧 観.

額醐綴
購 ㈱ 粥
議織'
、

懸繋

。.臨 麟
、 、嚢 ・ ・ 、澱

譲 、 醸 謹

醤琵 ，

黙 蚕懸、.ミー ・

一 の福音が真実か どうか 自分にはまだわ
一
かっていない と悟 ったのは，ちょうど

18歳 で，ブ リガム ・ヤング大学においてモ

ルモン経の クラスで勉強してい る時で した。

これ までた くさんの賞を獲得 し， どの教会

活動に も活発に参加 し，常にこの教会は真

実だと思 っていた私に とってこのことは大

変なショックでした。 しか し，事実私はそ

う思っていただけで，本 当の意味で知って

いたのではなかったのです。

そこで教えられた通 りに信仰 を持 って，

アルマ書第32章 とモロナイ書第10章4-5

節の教 えを実行 したところ， 自分が求めて

いた証 を神か ら受けたのです。

ここでは，私が福音に従お うと努力 した

時の経験や心の変化 を御紹介 したいと思い

ます。言うまでもなく，人の霊的な成長は，

その人 自身の問題です。私 と同 じ経験や感

じ方のできる人はだれひとりいません。し

か し，それでも普遍的な原則や概念はある

で しょうし，私の経験が どなたかの参考に

なるか もしれない と思 うからです。

段階1.問 いかけること

聖霊を通 して私が主か ら受けた証は，私

に義 を求め る心 を起 こしました。その後私
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は正義 とは何か と自分に問いかけてみ まし

た。その質問 自体は正 しか ったのですが，

その時，間違った仮定の下でその答えを捜

し始めて しまっていたのです。私は， 自分

が受けた証の小枝が， とりわけ自分 を心に

かけてお られる神の存在の強力な証 明であ

ることに気づか なかったのです。この何気

ないようで重要 なことが，なぜか私に欠け

ていたのです。私はその時 まで，祈 りを，

神 と交わる手段 としてではな く，祝福 を得

るための手段 として考えてい ました。 しか

しその時か ら，祝福 を得るために祈 るので

はなく，主のみたまと交わるために祈 るの

だ といっこ とがわかってきました。そして，

主のみたまとの霊的な交わ りは祝福 とい う

よりも，私たちをより良 くするために働 き

かけ るものであることを知 ったのです。

段階2.正 義 とは， ただ教会のすべ ての責

任 を果たすことだろうか。

私は，正義 というのは とりもなおさず教

会指導者から言われたことを全部実行する

ことだ と考 えていました。正義 を制度 とい

うか，特定の規則のように考えていたのだ

と思います。そこで指導者が言われること

をそのまま自分の 目標に して実行 し始めま

した。伝道に出て，神殿で結婚 し，す ぐに

大祭司に聖任され，副監督に召されました。

それからもいろいろな召 しを受け ました。

神殿には定期的に参入 し，系図を調べ，家

庭の夕べ を開 きました。什分の一や献金を

納め，ワー ド部管理運営費や建築資金 を納

め， とにか く監督の言 うことは何でも行 な

ってきました。

そのような活動 によって受 けた恵みが大

きかったことは否定 できませ ん。 しか し，

その結果 自分が 目に見えて義人になった と

いうわけではあ りません。なぜかいつ も罪

悪感や至 らなさの感 を拭い去 ることができ

10

ませんで した。細々した欠点や悪い心が依

然 として残 ってお り，教会活動だけでその

罪 を取 り去 るこ とができるとは思われなか

ったのです。

これ までの努力では罪をな くすことはで

きない と感 じた後に取った最初の対応策は，

自分の努 力を倍加す るこ とでした。すると

いつの まにか，教会で成功 していると認め

られるこ とや成功の目安 となるもの を得 る

ことに こだわるようになっていたのです。

多くの人 と同 じように，私は，上位の役職

に召されることが主に認め られることだと

いう間違 った考 えを持っていたのです。 こ

の誤った考 え方 を取 り除 くのに何年 もかか

りました。

教会のすべ ての活動 に積極的に参加する

という目標によってもたらされたもうひと

つのことは，教会指導者 から受ける指示 を

すべて理解することができないために，時

折， 自分 自身が罪の意識や うっ屈 した気持

ちになったことで した。ある時には 「これ

をしなさい。これが一番大切なことですか

ら」 と言われたか と思 うと，別の時にはほ

かのことを最優先す るように言われるので

す。ふたつの 「良いこと」の板ばさみにな

った時，言われたことは何でも行 なうとい

う自分の目標 では，難 しい決定を下すのに

何の助けに もな りませ んで した。教会や家

族 の責任 をいつ も満足のい くかたちで果た

すには どうして も時間が足 りないものです

か ら，いつ も挫折感や罪悪感が残 るのです。

しか し，私は幾つか大切 なことを知 りま

した。まず第1に 正義 とい う目標は今 まで

通 りでよいが，それ を達成す る手段が間違

っていたことに気がつ きました。天父か ら

与 えられる内的な確信 よりも外的な証拠を

欲 していたのです。第2に ，人々の期待に

応えることは絶対可能 なことではないし，

また応えたか らといって 自分がまった くの



義人になれるわけで もないのです。そこで

私は再びや り直す ことにしました。

段階3.正 義 とはただ罪 をな くすことだろ

うか。

その次に私が行なったことを思い出すと苦

笑してしまいます。正義 というこ とは 自分

の中に巣 くうすべての罪 を追い出す ことに

関係 しているとわかった私 は， とにか く罪

を犯す まい と決心 しました。罪 を取 り除 く

こと自体はまじめで大変なことなのですが，

用 いた方法は今 にして思 うと実にこっけい

でした。 しか し，その時の私は真剣で した。

自分の罪を取 り除 くには， まず罪が どう

いうものか知 らなければな らない と思いま

した。そこで私 は自分 を他の人 と比較 して

みたのです。そ うしてみ るとどうや ら自分

はそれほ ど悪人でもないように思えて きま

した。正直言 って，この段階はなか なか痛

快 でした。他人の欠点ばか りを見ていると，

自分の罪や敗北感が薄 らいでい く気が しま

した。そんなわけで，これ も大 した効果が

得られませ んで した。それか らしばらくは，

自分は大 して変わる必要 もないと高 をくく

っていましたが， そんな幻 も長 くは続 きま

せ んで した。良心が罪のもみ消 しを許 さな

かったのです。

私が再び 自分の罪 を見きわめ ようとした

時は，前 よりも幾 らか慎重になっていまし

た。私は何が罪で，何が罪でないか をじっ

くりと考 えました。その結果，実は自分 は

行動 を引き延ば していたのであって， 自分

は何者でどの点 を変 えなければな らないか

というこ とについて， もっと客観的になれ

るはずだ ということに気づいたのです。

私はこれ まで，聖典や現代 の予言者たち

が言う様々な警告 はまった く自分には当て

はまらないと考 え， 自分の罪を正当化 しよ

うとしていたのです。そ うした枠組の中で，

自分を他人よ りも上に据えていたのです。

しか し自分の罪を真正面から認め ることが

で きるよっになると，罪 を取 り除 くことも

それほど恐ろしくなくなり，むしろ積極的

な気持 ちさえ出て来 ました。

私は早速，罪をなくす計画 を立てました。

その計画 というのは，汚れた思いを抱かな

い，嘘 をつか ない，引き延ば しをしない，

短気を起 こさないことなど，罪は犯さない

ことを自分 自身に強 く言い聞かせ ることで

した。何度か失敗 もしました。 しかしそれ

にもめげずに頑張ってきたお陰で，ふたつ

の大切 なことに気づ きました。第1に ，罪

を避けるよう努力し， それができていると，

聖霊 を通 して確認されているような温かい

気持ちをいつ も受け ることができるという

こ とです。第2に ，考えてはならないと自

分に繰 り返 し言い聞かせたことが，かえっ

て，前よ りもっと頭に浮かんで くるように

なるこ とがあるということです。

この点に関 して，私の問題 となっていた

のは，今だか らわか るのですが，罪を自分

と競争す るもの，あるいは 自己と対立する

もの として見ていたのです。そのような罪

と闘い，罪 を打 ち破 っていかなければなら

ない，正義 とはそのような強い意志によっ

て得 るものだ と思っていました。その よう

な考えは事態を長びかせ るだけで，少 しも

解決にはな りませ んで した。この段階での

問題は，私の見通 しが甘かったことでした。

私は何かをしようと試みているのではな く，

しない ように努力 していたようです。罪を

明 らかにす るのではなく， 自分が得たいと

思 う特質を明確に してゆ くべ きであったと

思います。

そんなわけで私は正義 を求めて努力 した

のですが，結果 としてたいていの罪はその

まま残 り， 中にぽ努 力し始めた当時より悪

くなった もの もありまじた。依然 として，
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自分は所詮敗北者である とい う考え方 を拭

い去ることができませ んで した。

段階4.物 事 をあ りのままに受け入れる。

この策も，前 と同様大 した効果 を上げる

ことができませんでした。希望 もな くなっ

ていました。そこで私 はとにか く現実を受

け入れなければならないと思 いました。 自

分を変えられなか った事実を受 け入れ，そ

の状況の中で可能な限 り立派な人間になろ

うと努力するこ とが必要だ と考 えました。

私は日の光栄の王国に行けるような人間に

はなれない とあきらめていたのです。本当

の問題は，変わる方法 をまるで知 らなかっ

たことでした。

この頃が 多分私の人生で最 も不幸な時期

だったと思います。教会活動がすでに習慣

になっていたので，教会には出席 していま

した。しか し教会の召 しをいいかげんに果

たすのは実に簡単 なことであるこ とがわか

ったのです。例 を挙げれば， ホームテ ィー

チングもこれまで通 りきちんと行 なってい

たのですが，たいてい月の終わ りに申 し訳

程度にす るだけでした。礼拝行事で も上つ

いた気持ちで心 は一向に定 まりませ んで し

た。外面ではなすべきことをすべて行なっ

ているよっに していましたが， 内心 はひ ど

く傷ついていました。神 は自分 なんか愛 し

ておられるはずはない， 自分は愛 されてい

ないと思い込み，死後に報われ ることもな

い と絶望 していました。

たいていの人は，程度の差 こそあれ， こ

のような気持 ちを経験す ると思います。教

会活動からまった く手を引いて人々の白い

目に耐えられ るだけの度胸 もないし， そう

か といって真剣に正 直に打ち込む こともし

ません。 どっちつかずの人間で しかないの

です。例えば， 日曜学校で教えていても，

まだ本気でレッスンに取 り組んだこ とは一
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度 もない とか，断わる理由 も特にないので

福祉の責任 を引き受けるとい うようになっ

ています。 また多少偽善的に思われる話 し

手や指導者 を非難 した り，祈 りが大げさで

型通 りになったりしています。また教会が

抑圧者の ように，圧力をかけ，罪の意識を
か

掻 きたて る巨大で複雑 な機構のように思わ

れて くるか もしれません。そして，他人 と

の問に一線を引いて，罪悪感や不満を自分

の中にしまい込んで しまうのです。

私 自身その ように感 じていましたが，そ

の ことにつ いてはだれに も話 していないと

思います。 当時，私は まだ人生の方向が定

まっていなかったのです。

段階5.発 見

しか し私は，そ うい う憂 うつな状態や孤

独が どうしても我慢できませんでした。元

来，明るい性格だったのかもしれません。

このよ うな孤独の中で，私は， 自分の精神

生活を高めてゆ くのはほかのだれで もない，

自分であ るとい うことを悟 ったので した。

他人に どう思われるかよ りも自尊心の方

が 自分には大切 であるということに気づ い

た時，新 しい選択の場が 目の前に急に開け

たような思いがしました。 自尊心 も他人の

考えに左右 されている問は， 自分が何をし，

何をしてはいけないかを決めるこ とはでき

ません。その時私は， 自由な選択 もできず，

正義 というもの も理解 していなか ったと思

います。なにしろ正義 とは，私たちが適合

させてゆかなければならない一連の複雑 な

外部的規範だと決めてかかっていたからです。

しか し，私が本当の選択の 自由 を発見 し

たのは， 自分は掛け替 えのない神の子供で

あり， 自分の永遠の幸せ は自分でつかむし

かないと考 えられるようになってか らです。

そしてこの ような 自分に対する見方は，決

して利己心か らきたものではない とい うこ



ともわか りました。む しろそ ういう見方を

他人に対 してできない時こそ利 己的になっ

ているのです。

私 たちが何か を言った り，行なったりす

る時，必ずそこにいろいろな理由がありま

す。親切 な行 ないをする時 も，与えること

によって得 られ る幸福感や満足感 を求める

気持 ちと共に利己的な気持 ちの両方の動機

が考 えられ ます。だか らといって与 える人

が皆利己的だ とい うのではあ りません。良

い気持ちになれ るか ら良いことをしたい と

い うのは悪い動機 でも何 でもないか らです。

段階6.真 実の正義の原則

私はこれまでの経験 と考え方，す なわち

わびしい思い出と， 自分 も変 わることがで

きたという思 いで身を固め，正義 とは何か

という問題について再び考えてみました。

ブ リガム ・ヤ ング大学のモルモン経の クラ

スで蓄えた主の教 えが，力強 く蘇 って きま

した。私はそれ までモルモ ン経が神か ら与

えられた書物であると知 っていました。 し

か し私にとってはるかに重要だったのは，

神がおられるとい う実感で した。私は神に

祈って尋ね，神はその存在を明 らかに して

下さったのです。

このことがなぜ そんなに大切 なことだっ

たので しょうか。それは，神 を知 ることは

正義の基だか らです。(ヨ ハネ17：3参 照)

神 は私たちを愛 しておられたので，御 自身

を現わされ，私たちが神のようになれるよ

うにして下さいました。

私は， 自分の性質が神の属性に似た要素

を持 っていること，そのため 自分 自身の中

に己れを磨 く力が存在す ること(教 義 と聖

約58：28参 照)を ，これ まで知 りませ んで

した。救い主は，「神の国は，実にあなたが

たのただ中にあるのだ」(ル カ17：21)と 言

われ ました。 また 「まず神 の国 を求めなさ

い」(マ タイ6：33)と も言われ ました。私

はそうい う正義の状態を自分 自身の中に造

り出す まで努力 しなければならないことを

知 りました。

主に近づ くにつれて，私が知った最大の

喜 びは心の平安，すなわち主 との交流から

得 られる言い尽せ ないほどの愛です。以前

なら，その ような交流を求めたいと望むこ

とが，何か を実行する理由になったことは

ほ とん どあ りませ んで した。 しか し，今 よ

うや く，正義 を判断する確実な基準を見い

だす ことができたのです。

私の価値や進歩は実際に人々か ら受け入

れられているか どうかは別 にして，名声や

富，権力や人気，そのほかいろいろな不完

全 な基準に よって計 ることはできないので

す。私の本当の価値は， 自分が天父の よう

になってきたことを聖霊からどれほど多 く

啓示 されるか で決まります。本当の正義 と

は神について知 り，神のようになることです。

勉強によって天父の特質を確認 した私は，

次にその特質 を身につけて主に似た者にな

るための3つ の段階 を学びました。

第1に ，外部からの働 きかけがな くても，

天父が私に何 をし， どう言 うように欲 して

おられるのか，考えて実行す る自由意志 を

行使 しなければな りません。 これは意識的

な選択 であ り，努力ですが，闘いでも競争

でもない， 自分から望んでの行為です。第

2に ， その選んだことを行動に移す ことで

す。そ して第3は 聖霊 との交わ りです。す

なわち 自分の選択 は正 しかった という証，

自分は進歩 しているという証拠，天父が自

分 を愛 しておられるという確証です。

例えば，天父のようになろうとする私の

最初の試みは， 自分の気持 ちを抑えること

でした。時折，私 は仕事から疲れて不機嫌

になって帰宅することがあ ります。そのよ

うな気分 を家に持 ち込めば，良い夫や父親
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になれません。そこで毎 日機嫌 よ く， にこ

やかに帰宅 できたら， もっ と主に近づけ る

だろうと思 いました。 自分か ら進んでそう

しようと思 い， そう実行するように決めた

のでした。私はその選択に従って行動 し，

経験 を通 して 自分の気分は変えることがで

きることを知 りました。そのために私 は，

家か ら5分 の所にある建物 を目印に し，帰

宅の途 中でその建物の所まで来たら頭 を家

族の方に切 り換えて，家族に会 うの を楽 し

みにするように しました。意識 して子供た

ちと遊んだ り，妻 と一緒に過 ごす楽 しい時

間を思い出した り，夫や父親であることの

祝福 を思い浮かべた りしました。それが私

にはとて も効果的だったようです。今 では

ほ とんど機嫌 よく帰宅することがで きます。

と同時に， 自分の努 力が主か ら認め られた

と感 じられるようにな り， それが神に近づ

こうとする他の努力に対 して も大 きな励み

になりました。

神に近づ きたいという望みが大 きくなる

につれ，正義 をめ ざす前述の3段 階を実行

することによって，教会の責任や家族や 自

分自身に対する見方が極端に変 わってきま

した。義務感から行 なっていたホームテ ィ

ーチ ングが
，これ も神の特質 を自分の身に

つける手だてであると確信 して意欲 的に行

な っことがで きるよっにな りました。 これ

で動機は十分です。 自分は成長 し，相手の

人たちも祝福を受けるのです。教会のすべ

ての責任を果たす ことがそのまま正義につ

ながると考 える代わ りに，教会のプログラ

ムは望 ましい特質 を伸ばす最良の場 である

と思いますが，その特性 のひ とつは人を愛

し，奉仕す ることだ と思います。人 目を気

にした り，習慣か ら聖餐会に出席するので

はなく，主のみた まと交わる能力 を伸ばす

ことがで きるから行 くのです。

神のような特性 を身につけるのに最 も有
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効な場 は，多分家庭で しょう。私は家族に

ついても，子供 を愛 し，気づか うべ き義務

の伴 うもの として見るのではな く，家族は

成長 と喜びの一番の源 であ り，他人が 自己

を見いだ して幸せになれ るよう助ける最 も

素晴 らしい場所であると考 えるようにな り

ました。家族は教 え，笑い，愛し，働 き，

成長す る一刻一刻 を一緒にかみしめてい く

必要がある と感 じています。

さらに， 自分の罪や罪 との闘いについて

の考え方 も大 きく変化 しました。正義 をめ

ざす過程を経験 していけば，天父に似た特

性 を身につけ るにつれて， 自分の罪も消え

てな くなることがわか ってきたのです。例

えば，以前は怒 りを抑 えるのに費や された

エネルギーが，今は柔和の方を選び，それ

に添って努力することに向け られてい ます。

怒 りも入 り込む余地がな く，出番はな くな

って きたわけです。教 えること，愛するこ

とにますます関心が高 まって きたのです。

私を一番よ く知 っている人， とりわけ自

分 自身がどんなに想像力を働かせ たところ

で， また 自分は決 して義 人になったとは言

えません。喜ば しい結果をもたらす ような

選択 をしていなが ら行動が伴わない時には，

憂 うつになるこ ともあります。 きっと皆 さ

ん も同 じようなことを経験 したことがある

と思 います。 しか し，いつで も正 しい 目標

を持 っていたために，結局喜びと力の祝福

を受けることが できたことを何度 も経験 し

ました。最後の 日に，神は私にふたつ質問

されるのではないかと思 います。ひとつは，

「あなたはこれまで何 をしましたか」 とい

う質問であ り， この質問には，比較的簡単

に答えられ ると思います。 しか しふたつ 目

の質問 「あなたは どの ような人間にな りま

したか」と尋ね られた時に，「あなたのよう

にな りました」 と答えられるようにな りた

い と思います。



このニュージーランドー流の画家はまた熱心な末日聖徒でもある。

レ イ ・ハ モ ン

レ イ ・ハ モ ン

リチ ャ ー ド ・G・ ：オ ー マ ン

1976年 ・ エ リザベ ス女王が旅行でニユー
ジーラン ドに立ち寄られた際，政府は

この国で最 も有名な風景画家レイ ・ハモン

が描いたペ ン画の大作 を贈呈 した。この国

が レイ ・ハ モンに寄せ る最大級の敬意は，

末 日聖徒に とってとりわけ意義深いものが

ある。 とい うの もレイ ・ハモンは14人 兄弟

の長子 であ り， 自らも14人 以上の子 を持つ，

生 まれなが らの教会員だか らである。この

ニュージーラン ドの風景 を描いた 「オカリ

トの宝石」は，現在イギリスにある女王の

宮殿に飾 られている。自分の生 まれた国か

らこれほどの栄誉を受けた末 日聖徒の芸術

家 も珍 しい。

白人を母に，混血のマ オリ人を父に持つ

レイは，ニュー ジー ラン ドの北島東岸のギ

スボーンで育 った。家は貧 しかったが，み

んなは熱心に働いた。少年レイは両親 を助

けて，家の周囲の原始林 を開墾 し，農場の

規模 を次第に広げていった。父母は朝な夕

なに子供 たちを集め， きれいに掃除 した土

間に，ひ ざまずいて家族の祈 りを捧げた。

キウイやウェイカの鳴 き声 と，木の葉のさ

らさらい う音が子守歌であった。

成長 したレイはウレウェラ地区に入って，

牧羊舎 を建設するための土地開発の仕事に

就いた。 レイは林業 とは どっいっものかを

学んだ。そ してそこに生息する動物， さら
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に土地その ものまでも愛す るようになった

のである。森の中で暮 らす ようになって，

レイは葉の形や色まで見分けられるように

なった。さらに，昆虫にまで細やかな観察

の目を注 ぐようになった。

しか し，レイは自然だけ を愛す る世捨て

人ではなかった。隣人 も同 じように愛 した。

結婚 して間 もな く身近 な親戚が亡 くなると，

レイと，そ して結婚 したばか りの妻はその

子供たちを養子 に引 き取った。それか ら数

年後に，妻は洪水のあと病気の子供 を看病

していてチフスにかか り，死亡 した。

やがてレイは再婚 した。新 しい妻は少 し

はにかみ屋だが，若 くて美 しいマ オ リ人の

未亡人であった。こうしてたちまち彼女は

10人 の子を持つ優 しくて愛情深 い母親 とな

った。そのほかにレイとの間にも4入 の子

供 をもうけている。こうしてハモン夫妻は

このように して現在 までに31人 の子供 を養

育 した。その大半は孤児である。

レイは40年 以上 を森の中で暮 らし，そし

て働 いた。しか しその後，背中に大けがをし

て重労働 を続けることがで きなくな り，経

済的な苦労 と戦いながら， もん もん とした

毎 日を送 るしかなかった。ある朝，子供た

ちが学校に出かけた後，夫婦は寝室でひざ

まずき， このような窮状 を打開す るための

助けを願 って祈った。祈 りを終わって立ち

上がった時， レイは6歳 の娘がボールペ ン

と画用紙 を忘れて学校へ出かけたことに気

がついた。彼はそのボールペ ンを取って絵

を描 き始めた。小学校 を卒業 して以来絵な

ど書 いたことがなかった。まさに霊感に導

かれたきっかけである。

それか ら熱心に絵を勉強し，伝統的なス

タイルにとらわれない独持の様式 を開拓 し

ていった。それはフランダースの画家，ヴ
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アン・アイックの細かい描写 とスーラなどフ

ランス印象派の点描画家の技法 を合わせた

彼独得の画風 である。画面に線をほ とん ど

使わず，紙や羊皮紙にペ ンを叩 きつけてつ

くる細かい点によって構成 してい く絵であ

る。

レイは最初に仕上げた絵が気に入 らず，

しば らく隠 していた。ところが妻がそれを

見つけて写真 をとってもらお うと地元の写

真家の所へ持 って行った。写真家はその見

事 な絵に驚嘆 し，その絵 をさっそ くオー ク

ラン ドにある一流の画廊へ持っていった。

画廊の主人は即刻 レイの個展を開 きたいと

申し出た。彼はもっ と上等なペ ン先の製図

ペンをレイに紹介 した。それによりもっと

細か いところまで自由に描写できるように

な り，彼は一躍有名になった。こ うして彼

の新たな仕事が始まったのである。以来，

彼はニュージー一ラン ドの主要都市のほ とん

どで個展 を開き，つい最近 も自分の作 品の

展示 と彼がスポークスマ ンとなっているニ

ュージー ラン ドの 自然環境に関す る講演で

2万 キロに及ぶ旅行 を終えたばか りである。

レイは今 まさに， この13年 間で約百回の美

術展 を開こ うとしている。先 日も自然保護

に関す る講演 と絵の展覧会の 目的でソ連の

招待を受けたばか りである。

「オ カ リ トの 宝 石 」

女王に献上 したこの絵は， 自然 と自然保

護に対するレイの姿勢 とその芸術性 を表わ

す代表作である。絵の中に描かれているオ

カ リト潟を囲む山林は，ニュー ジー ラン ド

の 白さぎ， コックの最後の生息地であ る。

コツクはマ オリ族にとって神聖な鳥であ り，

数年前にはエ リザベ ス女王に 「テ ・コツク・



レレンガタヒ」(遠 来の珍 しき白さぎ)と い

う名称 を付けて敬意を表わしたほ どである。

この絵に描かれているマタイ， トタラ，カ

ヒカテア， カウ リの大樹は，潟を取 り巻 く

壮麗なポダカープの森林 を表わ している。

鳥が止まっている枝は，生殺与奪，鳥の運

命 を握 る人間の手 をさし，上に伸び る枝は，

ニュー ジーラン ドの伝統保護に働 く人々 を

支持する右手 を象徴 している。 しゅろの木

に寄 り添 って咲 く可憐 な4つ の花は，この

世の中で最大の祝福，両親から愛され守 ら

れている子供 たちを象徴 している。

それは， 自分の家族 を守ることができるよ

うな環境 を保護 してほ しいという願いで も

ある。レイの絵画のほ とんどには この種 の

願いが込め られている。

レイが選ぶ画題

レイ ・ハモンが描 くもの と言えば， もっ

ぱ ら森に住む動物や植物しか ない。他の国

国で もよく見かけ るニュー ジーラン ドの牧

場や町並の風景は描かない。茂った葉や虫

と共に， ごつ ごつ と節 くれだった昔の大木

やつる草， シダ， そしてそれに群がる虫な

どを好んで描いたの も，ニュー ジー ラン ド

特有の自然に対す る彼の愛情から出たもの

であった。レイは自分の考 え方をつづった

詩集 も出版 している。

彼は鮮 明な記憶をもとに筆 を取 る。仕事

はほ とん ど家人が寝ついた真夜中に，静か

な自室に籠って行な う。そのようなひと時

の ことを，彼はこう記 して いる。「我 が心

はこよな く愛する外界の秘境へ と飛翔す。

禰

労
裁`

瀦 瀦
▲ナ ギモ ドキの樹幹。流木 を描い たもので， 左側の シ

ダは， ハモ ン家の初 めての養子チ ェ リー を表 わ して

いる。 また，中央部 の花 は， この作 品 を描いて いる

当時のチ ェ リー を描 写 した もの である。

レ

ワダ。ハモ ン画伯 の この作品 は， どんな所 でも， た

とえ荒廃 した自然 の中で さえも豊 かな生命 が見 いだ

され ること を告 げてい る。 17



……思索の きわみにあっ'て心は我知 らず
，

意識 と半意識 とを隔てる薄いどば りを取 り

払い，創造 と作画の力は平生の力を超越す。

我はより大いなる力，別の手が我が手に加

えられ しを知 る。」

レイの絵にはこの ような経験がよく反映

されている。ある美術評論家は， レイの絵

画 を評 してこう述べている。「レイの絵画は

見る人に生育 と腐朽 をたどる自然の過程 と，

ニュージーラン ド人の目を捕 らえ，いやお

うな しに厳粛な深みの中に引き込んでい く

不思議 な魅力 を持 った奥深い森林に象徴 さ

れている力強い生物の姿を伝えている。……

彼の描 く光景は……実体その もの よりもさ

らに鮮明に私たちの 目に映る。」

ある人はこう述べている。「上辺を見るだ

けでは何 もわか らない。ゆっくり時間 をか

けて深 く鑑賞 しなければならない。そうす

ると絵の美 しさや意味が理解できるように

なる。

響ヅ
サ

〆 国 ・

纈難 ・
、

鹸 ゑ̀
騰 ・ヤ

・∠1・

で ・k

壁

鍔気メ ボ
乳 ・ 雲



世の中の水準か ら言えば， レイはまだ大

金持 ちといえないか，美術家仲間における

彼の作品の評価は高 まる一方である。先頃

は絵画一点が2万 ドルで売れた。これは現

役の点描画家の作品 としては世界最高の値

段 である。

宗教画

レイの初期 の絵画の大半は 「ニュー ジー

▲ フラックス。1970年 の作品 。ニュージ ーラン トの植

物の質量感 か見事 に表現 されてい る。他の作 品と同

様 に， この作 品 も記憶 によって描かれ たものである。

<1976年 ， エ リサベス女王 に献上 され た 「オカ リトの

宝石」。ハモン画伯 の巧 みな自然描写の粋 とも言 える

作品 であ る。

19



ラン ドの森の画家・一 レイ ・ハ モ ン」(R♂

施2η0η，・4痂S'(ゾ 〃Z6〈勉Z〃Zθα1α加1β 〃SIZ)

とい う本に収録されてお り，現在第2版 が

発刊 されている。 この 自叙伝には美術作品

と共に，画家レイ ・ハモン自身の ことが こ

まごまと書かれている。一 日の家族の祈 り，

十代の少年少女 たち との交流，家族の永遠

性，毎週行なわれる家庭 の夕べの大切 さ，

仕事，祈 りの結果などについて， レイ自ら

が淡々と書いている。この書の中で，彼は

自分の価値観について明快に宣言 している。

「生活を支える必需品以外で
，世の中に

何が一番必要か といわれたら，私は即座 に

神 を畏れる母親の愛 と，父親の模範 である

と答えるだろう。私たちの家庭は未来 を創

る泉である。泉が清ければ，世間へ流れ込

むその水 を汚染か ら守ることははるかに容

易である。……

去来す る歳月の中で，私は愛す る自然の

驚異を知 り， 心の行 き届いた妻 と14人 の子

供たちへの感謝 と愛をます ます深 くしてい

る。……過去の思い出や， これまで学んだ

原則の霊的な価値に比べる と，王の宝石 も

ひ と握 りの土 くれ同様である。

末 日聖徒でない読者 を対象 として書かれ

たこの伝記は， レイの持つ末 日聖徒の信仰

の最 も深い真義 を教 えている。

才能 と証が融合 したレイの芸術は，当然

人々の目を引いた。ニュージー ラン ドのあ

る新聞記者はレイの人柄 と芸術 を次のよう

な言葉で評 している。「理想的なニュージー

ラン ド人だ と目され る人が現在，何人か い

るが，レイ ・ハモンもそのひとりである。

……彼はいかに もニュージー ラン ド人らし

い魅力的な風貌を持っている。……マオ リ

人の血を引き……マイア というマオ リの妻

がいる。 レイは温厚 で，気取 りがな く，家

20

族 を大切にす る。さらに彼が暮 らし，働 く

場である森の風景 をこよな く愛 している。

人と交わ ることを好む。それでいて 自分の

しっか りした基盤 を持 ち， 自然との孤独な

交わ りを通 して力を得ている。彼は……天

真 らん まん，質朴 を絵の心 とす る独学の画

家である。彼は独 自のビジョンを持 ってお

り，独 自の技法で表現 しようとする測 り知

れない努 力に よってそれを培って きた人で

ある。

レイの人生 と作品は， ひとりの忠実な末

日聖徒の画家の最たる模範である。彼は支

部長 をは じめ，テムズ支部のほ とん どの役

職 を経験 し，現在は支部伝道主任 を務めて

いる。妻のマイア姉妹 は扶助協会会長 であ

る。 レイは世間からもてはや され るように

なって も依 然 として家族中心の姿勢を変え

ない。彼は 自分の絵画，書物，講演，生活

態度を通 じて福音 を伝 えている。母国の伝

統 と自然に寄せる深い愛情 を描 きなが ら，

同時に自分の篤い信仰 をも表わそうとして

いる。

彼はこう書いている 「絵画は大いなる祝

福 と素晴 らしい仲間に よって造 られるもの

である。その素晴 らしい仲間のひ とりが主

である。愛する妻，子供 たち，兄弟たちも

皆そうである。私は大 きな祝福の うちに導

かれてペ ンを運んだ。この仲間をつな ぐ鎖

の輪がひ とつでも欠ければ，私たちの芸術

もその美も必ずや力 を失 う。私はこの仲間

のひとりであることを謙虚 な気持 ちで受け

入れ， そのことに感謝 したいと思 う。」

リチャー ド・G・ オーマ ン

教会歴史部記録保管主事。ソル トレー ク・

リバテ ィーステーキ部高等評議貝。
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ん でした。お じいさんにで きるこ と
き

とい えば,木 の そば に い る こ･とだ け

だ っ たの で す 。

よる.

寒 い 夜,ア ー マ ンは いつ も,お じ
や さい つ く

いさんのす きな野菜スー プを作 り,
ま

お じいさんの帰 りを待 ちま した。や
き

っ と帰 って来たお じいさんは,ひ じ
うわ ぎ

のす りきれ た うす い上着 をぬ ぎなが

ら,ふ るえて いま した。
しょくじ お と

ふ た りの食事が終 わる と,戸 をた
おと と

た く音が しま した。戸 をあけ る と,
はい

シ グノル･チ ュライニが 入って来 ま

した。 シグノル は,あ いさつ をす る
ひ りようて

と,火 の そばへ来 て,両 手 をあぶ り

なが ら言 いま した。
い

｢言 い に くいが
,じ い さ ん と こへ

とう か み っ か かん

あげる燈 火びんはないんだ。三 日間,
どりよく

努 力 してみたんだが,手 に入 らな く
はたけ いち ぷ ぷん

て 。 うち の畑 の一 部 分 しか な い ん だ

よ。｣

｢な ん とい う こ と じ ゃ
。 ま るで,

死 を まつ よ うな もの じ ゃ。｣
のぞ うし こえ

お じいさんの望 み を失 なった声に
ぜ こころ

ア ーマ ン の心 は しず ん で し まい ま し

.た 。 そ の と き,シ グ ノル は お じい'さ
ほう む

んの方 を向いて言い ました。

｢う ちの畑 は,じ い さんの畑 よ り
とう か

ま しだ ろ う。 ち ょ っ と来 て,燈 火 び

22

お し

んを どこにつければいいか教 えて く

れ ないか。｣
きず

アーマンには,お じいさんの心 が傷
じ ぶん

つ い た こ とが,わ か りま した 。 自分

み ごろ ひ と

の木 を見殺 しに して,ど うして人の
き すく

木 を救 えるで しょうか。 しか し,お
こた

じい さ ん は,は っ き りと答 え ま した 。

｢ア ー マ ン とふ た りで行 こ う
。｣

そ の 夜,ア ー マ ンは,お じい さん

と,オ リー ブ の 木 の こ と を考 え ま し

みど り

た 。 きび しい 寒 さは,オ リー ブ の 緑
は か つ き

の葉 を,か らし,お じい さんの活気
と

まで,う ばい取 って しまったのです。

木がかれたため,お じい さんは さび
かな

し く,そ して,悲 し くな った の で し

た 。

あさ

よ く朝,お じいさんはべ ヅ ドか ら
鴨

お

起 きて き孝せんで した。アーマ ンは,
ある

畑 を歩 き,か れ た木 をひ っぱ ってみ
ね ふか

ま した 。 根 は 深 く,と て も ひ と りで

は ぬ け ませ ん 。

び ようき

お じいさんは,と うとう病気にな っ

て しまいま した。アーマ ンはシグノ
まち び ょういん っ い

ルに,町 の大 きな病 院へ連れて行 っ

て くれ るよ うにたのみ ました。
つぎ ひ ご ご じ てん しゃ

次の 日の午後,ア ーマ ンが 自転車
はし

で走 って いる とお じいさんの こ とば:
き はな

が聞 こえて きました。 リンゴの花が
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ねんまえ きた せいかつ

65年 前の北メキシコでの生活は1モかい しゃ か ぞく

ルモンの開たく者やその家族にと
た い ロ

って,そ れは大へんなものでした。そ
つよ ひと

れでも1み んなは強く,い さましい人
か み コ

でした。生活がますしくても,神 のみ

めぐみが あふれていたのです。
かくめい あいだ

メキシコ革命の間,モ ルモンの家族

は,ア メリカへのがれました。わた し
がつ よる

は,1912年7月 の夜のことを,わ すれ
ちぢ しんけんかい ゆ

ません。その夜∫父は神権会に行き,
じつ しゆう こ

よく□,テ キサス州のエルパソに,子
し まい ろうじん しゅっばつ

どもや姉妹,老 人たちを出発させると

か み

額@勘 《鵠
だ い に ふ くか んち よ う

第二 副 管長

マ リ:オン･G･ロ ム ニ ー

r

κ

し かえ き

いう知らせをもって,帰 って来ました。

はじめわたしは,わ くわくしていまし
つぎ あさはや セ たび し お こ 　の

たが,次 σ)朝早く,旅 の仕たくに,起
かん

されたときに,大 へんなことだと,感

じました。
えき まえ うち

駅へ行く前,わ たしは家のうらにあ･
き した

る,す ももの木の下にすわって,父 に

さんばつをしてもらいました。父はわ
じ ぷん

たしに,自 分もいっしょに行きたいけ
し ごと

れど,仕 事がすむまでは,メ キシ]こ
はな

いなければならないことを,話 しまし･

た。そして,わ た しに,エ ルパソにつ
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けん層をは･つま墜せんでし
た。だって,あそぶ人が,だれ

もいないのです。まあちゃんは,お

ばあちゃんのところ。いっちゃんは,

とうのかあ

お父さんとさかなつり。お母さんは,
だいどころあか

台所でおしごと。赤ちゃんは,おへ

やでねむっているからです。
あめくも

きのうは雨でしたが,きょうは雲
あいだひかおだ

の間から,お日さまが顔を出してい

as

彦

9

ます。
い

｢あそびに行ってもいい
。｣と,'け,

じかあ

んちゃんは,お母さ.んにきいてみま

した。
ゆう

｢いいわよ
。夕がたには,もどっ

いらっしゃいね。｣

そと

けんちゃんは,くつをはくと,外

ゆ

へとびだして行きました。そして,

のはらみち

野原へ行く道を,スキップして行き
あと

ました。雨の後はみんな,さわやか
あたら

で新しいにおいがします。

けんちゃんは,野原のはずれまで
くくさなか

･来ると,とんぼがえりで草むらの中

を,おりて行きました。
たか

せの高い草むらにねころぶと,ジ
なかやま '

ヤングルの中にいるようです。山の
もり

中の森にいることにしました'。そし

ちいむし

て,小さな虫になってみました。.で』

も,ひとりであそんでも,ちっとも

.'たのしくわりません。
みあ

けんちゃんは,'お日さまを見上げ
おお

ました。お日さまは,フワフワの大

しろ'くも

きな白い雲の間で,キラキラと,お

く
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でカー トは人生の明るい面 を見 るこ とがで

きました。級友たちと一緒に卒業 もできま

した。

カー トは証 によって も助け られ ました。

こう言っています。「私はモルモンであるこ

とを感謝 しています。永遠か ら見れば この

人生はほんの点のようなものです。いつか

足が元通 りになって，また走れ るようにな

るんです。」

カー トはアイダホ州レックスバー グの リ

ックスカレッジで2年 間ビジネスを学び，

そこでポニー ・ハ イマスに出会いました。

ふた りは1975年12月20日 ， アイダホフォー

ルズ神殿で結婚 しました。時同 じく，マ イ

クとジャン ・クライヤー も1日 前にプロボ

神殿で結婚 しています。 でもこの2組 は当

時，まだお互 いを知 りませんでした。カー ト

とポニーには現在，2歳 の息子 グレゴリー

アダム と5カ 月の娘 ロリア ンがいます。グ

馳幡

審 霧

レゴリーは，カー トの車椅子か ら宙返 りで

ポニーの腕に飛び込むのが得意です。

マ イクとジャンにも，2歳 半のセス，1

歳半のマッ ト，8カ 月のレイチェルの2男

1女 がいます。マイクはカー トより数歳年

上で31歳 になった ところですが， ジャンは

そのことでマイクをか らかいます。で もま

だまだ車椅子競技では年 を取 っていません。

カリフォルニアのスラロームの2級 で優勝

したのは50代 の人だと彼は言います。

マ イクはウエス トバー ジニア州 で育 ち，

両親が教会員です。彼はブ リガム ・ヤ ング

大学に入学 し，山に魅せ られ ました。ハイ

キングや狩 りに多くの時間を割き，今は息

子 たちに毎晩野生動物の話をして聞かせて

います。「ただ本 を読んでやるよりも好 きな

んです」 とマイクは言います。

ジャンの話 では，セスが 目を輝かせて聞

き，話が終わると，「こんなお話，あんまり
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好 きじゃないな。別のお話 して!」 とねだ

るそ うです。

マイクはブ リガム ・ヤング大学での1年

が終わると，海軍に入隊 しましたが，ベ ト

ナムで仕掛け爆弾 を踏みつけ，両足 を切断

しなければならな くな りました。マイ クも

カー トと同 じで， 回復 までの道の りは楽で

はあ りませんで した。彼 も家族の助けを感

謝 しています。マ イクはこう述懐 します。

「父母が よく助けて くれ ました。父はベス

トを尽 くせ，あ きらめるな と言って，生 き

る望みを持 たせて くれました。」

マイクは1971年 にブ リガム ・ヤング大学

へ復学 しました。カー トに出会 ったのはそ

の時です。マ イクのカー トに対する印象は

こうで した。「車か ら降 りる姿 を じっ と見

ていました。車椅子の扱いが実に手慣れて

いて，僕 らのバスケッ トボールチームに来

た ら主力選手になれそうだと思 いました。

マイク ・ジ ョンソ

ンにとって一流の

や り投 げ選 手 にな

るこ と，そ れは一

に も二に も練習 で

ある

それで，勧誘のメモ を車に置いて来たんで

す。」 この誘いが友情の発端 でした。

ふた りは， コロラ ド州デンバーでバスケ

ッ トボールを一緒に したある男性か ら陸上

競技 もした らよいと勧め られ，バスケ ット

ボール以外の試合に も出るようにな りまし

た。その男性が車椅子の国内競技について

情報 を送って くれて，ふた りはブ リガム ・

ヤ ング大学の トラックで練習 を始めたので

した。1976年 の ことで した。

同年，彼 らはデンバーへ行 き，い くつか

の トラック競技で1着 にな りました。それ

からカリフォルニア州サ ンホセで入賞 し，

ニュー ヨー クでの国内予選， さらにカナダ

の トロン トで開催されたオ リンピックに出

場 しました。オ リンピックには46力 国が参

加 しましたが，マイクとカー トは合わせて

金メダル3， 銀 メダル1， 銅 メダル3個 を

獲得 しました。競技出場1年 目の大記録で

した。

マイクとカー トは同じレースには出ませ

ん。カー トは5級 ，マ イクは4級 です。選

手は障害の程度に応 じて クラスが決 まるの

です。重度 な方か ら，数えて1か ら5ま で

.麹

灘鼎黙雛
ク ロス ・カ ン ト リー の 練 習 に励 む カ 」 ト ・ブ リン ク マ ン兄弟
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の階級に分かれています。

それぞれの成績を見て下 さい。

マイクはや り投げが得意です。4級 で26.

74メ ー トルの国内記録 を保持 しています。

また，スラロームではアメ リカのチャンピ

オンです。スラロームは車椅子の操作技術

とスピー ドを競 う障害 コースで，マ イクの

スピー ドには 目を見張 るものがあ ります。

ジャンはスラローム競技を見るのが大好き

です。「わくわくするの。観客はみんな熱狂

しますよ」 と言うジャンです。

ジャンがオ リンピックを観戦に行けなか

った時，マ イクは一戦 ごとに電話 をして来

て，全競技に入賞 したことを知 らせ たもの

で した。 まず初挑戦のb一 ン ・ボウ リング

で1位 ，卓球で1位 ，100メ ー トル競走 で

2位 ，や り投げで3位 で した。マイクは800

メー トル，100ヤ ー ド，水泳でも金 メダル

を持っています。

1976年 のデンバー大会で，マイクは5個

の金メダル，1個 の銀 メダル， そして大会

の最優秀男性選手の トロフィー を獲得 しま

した。

今年，マ イクは国内のバスケッ トボール

30試 合に出場 し，最多得点部門で2位 にな

りました。彼はテニスもしますが，ユ タ州

におけるシングルスで無敗 を誇っています。

その勝利の秘訣は何でしょうか。マイクは，

「ボールが相手の ラケッ トを離れた時に ど

こへ行 くかわからなければな りませ ん。そ

してす ぐさまそれに反応す るのです」 と話

して くれ ました。

マ イクは トラック競技や フィール ド競技

が特に好 きなのですが，今年はどこへ も遠

征していません。「試合のために家 をあけす

ぎました。陸上競技はや りたいですが，家

族第一ですか らね」 と言います。
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ジャンは，「一大決心だったんです。家に

いて，夫，父親，それに庭師に もなるって

よく決心 して くれたものです」 と，そばか

ら言いました。

カー トの記録 もまた立派です。1977年4

月 と1978年 にマサチューセ ッツ州 で行 なわ

れたボス トン ・マラソンで，車椅子部 門第

2位 に入賞 しました。彼は42.195キ ロを2

時 間34分15秒 で完走しています。

ボス トン ・マ ラソンは合衆国で一番歴史

のある最大のマラソン競技で，一流選手だ

けが選抜されて参加 します。今年 は気温5

度 以下の中を20人 が車椅子で走 りました。

ボス トン ・マラソン車椅子部門の今年の

優勝者は，オハ イオ州アクロン出身のモル

モ ン，ケン ・アーチャーでした。カー トは

こう言っています。「ケンは本当に立派な人

です。あんな人もめ ったにいないでしょう。

優勝 した時，両手 を上げてテープを切 りな

が ら，頭は謙遜に垂れたままだったんです

よ。」

1977年 に，カー トは コロラ ド州 デンバー

の競技会で100ヤ ー ド競走，1マ イル競走

の優勝 を初め とし，全種 目に入賞 しました。

カリフォルニア州サ ンディエゴでは5種 目

に2位 ，3位 を取 りました。同じくカリフ

ォルニア州サンホセでは，世 界記録 を破 っ

て100メ ー トルに優勝 しました。ローン ・

ボウ リングと円盤投げでは3位 ，砲丸投げ

では4位 にな りました。

その年， カー トはユ タ州 ソル トレー ク ・

シティーで行なわれたデゼ レ.トニューズ ・

マ ラソンとセン トジョージで行なわれたパ

イオニア ・マラソンで車椅子部門の1位 に

なってい ます。1978年 はニュー ヨー ク ・シ

テ ィー ・マ ラソンに優勝 し，現在1500メ ー

トルの国際記録 を持 っています。



彼は1978年 ，1979年 のデンバー ・ロッキ

ーマウンテン地区最優秀スポーツ選手に選

ばれ ました。

マイクもカー トも職に就いています。マ

イクは過去にユ タ州プロボの州立病院のカ

ウンセラーを務め，矯正所の立案者 として

活躍 し，現在はブ リガム ・ヤング大学で衛

生学 を専攻 しています。 目標は大学バスケ

ッ トボールチームのコーチになることです。

カー トは保険セールス， ホテル事務，電

話交換手，病 院の保険事務な ど，いろいろ

な職業 を経験 しました。現在はプロボのハ

ンデ ィキ・ヤップ ト ・アウェアネス社 に勤め

ています。彼は1978年 に ブ リガム ・ヤ ング

大学で心理学の学士号 を取得 し，今 は リハ

ビリテー ションに関す る修士号に挑戦中で

す。

教会活動 も彼らの生活に根づ いています。

マイクはユ タ州アルパ インステー キ部アル

パイン第4ワ ー ド部 のエ クスプローラー を

受け持 ってい ます。

カー トとポニーはプロボ ・ウエス トステ

ーキ部サンセ ッ ト第3ワ ー ド部所属で， カ

ー トは以前のワー ド部 では長老定員会会長

を務め，現在は定員会の第一副会長です。

彼 らに とって奉仕 も大切 です。郡 の身体

障害者専用バスの購入資金獲得に，ふた り

は公約 をしてユタ湖の周囲185キ ロ を16時

間かけて車椅子で回りました。これは173.8

キ ロ を8日 間で走破 したとい う世 界記録 を

大幅に短縮す るものです。

カー トは1978年5月 に，ユ タ州 シーダー・

シテ ィーか らソル トレー ク ・シテ ィー まで

457キ ロの距離を5日 間で 走破 し，集 まっ

た1万2千 ドル を身体 障害者援助基金に寄

付 しました。

彼 は旅行が伝道の機会になる と言ってい

ます。ボス トンで50人 のスポーツ選手 を招

待 してのパーティーの席上，お酒を飲 まな

いわけを尋ねられて福音 を紹介 した という

こ とです。

人は障害者に会った時に どういう言動を

とるべ きか非常に気 を遣 いますが，カー ト

にはそれがお もしろ く感 じられます。 もの

を言わないことの方が心 を傷つけられ ると

彼は言 うのです。た とえば，子供が走 り寄

って来てどうして足がないのと聞 く時，親

は子供 を制 して引きたてて行 った りせずに，

答えさせ てほしいのです。「障害者とつ き合

ってはいけない とい う気持ちを子供に植え

つけることにな ります。それではどちらに

とって もよ くないですか らね」 とカー トは

言います。

マイクには彼な りのア ドバイスがあ りま

すが，それは障害者であろうが，だれにで

も通 じるこ とだ と言っています。まず，彼

は憶病者はきらいです。そしてこう言いま

す。「できないか もしれない と思っても，挑

戦することを恐れてはいけません。こうし

たい と思ったら，110パ ー セ ン ト頑張るこ

とです。 目標が仕事でも教会でも，学校で

も結婚 でも，何でもあきらめないこと，決

してやめないことです。」

カ ー ト ・ブ リン クマ ン は，4月21日 に開催

され た ボ ス トン ・マ ラソ ンの 車 椅子 部 門 で優

勝 した 。

ボ ス トン ・マ ラ ソ ンは ア メ リ力 合衆 国 の マ

ラ ソ ン競 技 の最 高 峰 とで も言 うべ き大会 で ，

世 界 中 か ら選 手 が集 まる。 カー トの タイ ム は

1時 間55分 で， 車椅 子 部 門 の大 会 新 記録 だ っ

た。この タイ ム は同 マ ラ ソ ンで 優勝 した ビル ・

ロ ジ ャー ズ の 記録 を17分 上 回 る もの で あ る。

ビル ・ロジ ャー ズ は合 衆 国歴 代 マ ラソ ン記 録

の1位 か ら4位 ま で.を独 占 して い る人 で ある。

33

1



'縛
鞭/プ レ艀 彪 晒 琶 ，

.義 菰殉 ・ン伽 〆 副 ぐ'

忘れ得 ぬひ とつ のチ ャ レンジ

堀 田 徹

{云 道部長は管轄下の宣教師から常に報告
を受けることになっています。それだ

けでなく，帰還後の宣教師がどうしている

か ということにつ いて も，絶 えず知 りたい

と思っています。 ところが， 自分 に福音 を

教えてくれた宣教師に 自分の現在の状態 を

報告す る伝道部長 は少ないと思います。私

はこれか らそれを実行 したいと思います。

教会 に入 りたての頃，私 は什分の一の律

法の大切 さが よく理解 できませ んで した。

それで もダン ・ホー クリー長老，私はあな

たのこ とはよ く知 っていました し，信頼 も

していました。それで私は什分の一を納め

ることをあなた と約束 しました。私が この
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約束を守るか どうか，あなたが心配 してい

たこ とはよ く知 っています。

1964年 ， 日本には北部極東伝道部 とい う

伝道部がひとつ しかあ りませんでした。あ

なたは私に福音 を教えて下 さってか ら数カ

月後に，私たちの小さな支部から遠 く離れた

地方に転任 されました。急行列車の窓か ら

あなたが私 に残 して下 さった言葉 を今 でも

覚えてい ます。「堀 田兄弟，什分の一を納め

て下さい。安息 日を聖 く守って下 さいね。」

私はこの時のチャレンジを決 して忘れ ま

せん。 しか し，正直な ところ，その時の私

は長老が持ってお られたような金箔 を施 し

た美 しい日本語の聖書を買いたい と思って

いたのです。それを傍 らに置いておけば，

教 えていただいた事柄や，教 えて下 さった

長老のことを思い出すこ とができると思 っ

たか らです。でもそのような聖書は高価で，

私 には手が出ませ んで した。

什分の一 を納めなければあの聖書が買え

るのに とも思いました。「買いなさい。あな

たのお金 じゃないか。気にす るこ とはない」

と，サタンは私に ささやきました。

しか し長老，私にはあなたのチャレンジ

が忘れ られ ませんで した。それが聖なる神

権の力 と聖 きみたまに よるものであること

を知 っていたからです。私 はその聖書 を買

いませんでした。そのお金で什分の一 を納

めたのです。このチャレンジを克服す るこ

とによって，私 は什分の一 を納め ることが

主 と私たちの間の誓約であることをはっき

りと理解 できました。

それか ら数カ月後に，菓子箱ほどの大 き

さの小包が送 られて きました。開いてみ る

と，聖書が入 っていました。金箔の美 しい

あの聖書でした。あなたが私に贈 って下 さ

った ものです。私はあなたの深い愛 を感 じ，

うれし泣きをして しまいました。そして，

表紙の見返 しにこのようなあなたの言葉 を

見つけたのです。

「愛する堀田兄弟
， クリスマスおめでと

う。神のみ業はここ群馬の地でも進んでい

ます。一生懸命勉強 して下 さい。あなたな

らす ぐに長老になれるで しょう。ハ ワイの

神殿に入れるよう頑張って下 さい。福音は

素晴 らしいですね。ダン ・ホークリー長老

よ り」

その時以来ずっと什分の一 を納め続けて

います。 また妻 と一緒に神殿に も入 りまし

た。私がそのようにで きたのはひとつに，

長老が主の代理人 として私にチャレンジし，

約束 を与 えて下 さったか らです。

安息 日を聖 く守るために，私は一度仕事

を変えなければな りませんでした。 しか し

私は，神が生 きておられることを知ってい

ます。これは何 という喜びでしょう。また

結婚直後，重 い病気にかか りました。2年

間 とい うもの，私の病状 は悪 くなる一方で，

医師か らは快復の見込みはまった くないと

言われたほどでした。 ところが，力強い神

権 の祝福 によって完全に快復 したのです。

長老やほかの宣教師たちの助けがなかった

ら，私は神権の 回復 された ことす ら知 る

ことはなか ったでしょう。私に対す る長老

の深 い思いや りと愛に， どう感謝 した らよ

いかわか りませ ん。

1979年7月2日 か ら私は妻 とともに， 日

本札幌伝道部 を管理 しています。 ソル トレ

ー ク ・シティーで
， ゴー ドン ・B・ ヒンク

レー長老 より按手任命を受け ました。ホー

ク リー長老， これが私か らの報告です。長

老か らいただいた美 しい金箔の聖書，何度

も読んだために今 では古 く破れかけていま

すが， これは，私に とつて最 も貴い宝です。
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人 々は常に宝を探 し求めています・ 自分
自身のためになるもの， 自分の所有物

となり得 るもの，自分 を裕福にしてくれるも

の，権力や安全，避け所 を約束するもの，

生命を保障す るもの，そ うした宝 を求めて

いるのです。 人々は，この ような宝を・見い

だすために，絶えず周 りの世 界に 目をやっ

ています。 この探求は，過去 において，人

人をひとつの大陸か ら他の大陸へ と駆 り立

てたひとつの原動 力でもあ りました。人々

は，新世 界に宝があると考 えたわけです。

しか しはっきりしていることは，この世

の宝は決 して人々が求めるものを与えるこ

とができない とい うことです。長い人生の

終わりになって，今 まで集めた富や宝の ど
しん

れをとっても，真に求めていた宝ではなか

ったことに気づ く人が少な くあ りませ ん。

そのような人の心は空虚 で満たされない不

幸な思 いで打ち沈み，不安がつのるばか り

です。一方，唯一 まことの宝は奇跡 を生み

ます。つ まり，その宝か らはいつ も祝福 と

恐れを克服する力が得 られるのです。今私

が話 してい る宝 とは，イエス ・キ リス トを

見いだす こと，すなわち主を知 るようにな

ることです。これは単に，主に関連するこ

とについてすべてを知るというこ とではあ

りませ ん。 この最後の神権時代に回復 され

た末日聖徒 イエス ・キリヌ、ト教会において

主に仕 えることによ り，実際に主を知 ると

い うことです。現在伝道部長 として働 く私

は，敬慶 な気持 ちでいろいろな国か ら来た

多 くの若者 と共に伝道の経験を分か ち合 っ

ています。彼 らは， 回復 された，真実の，

そ して救 いをもた らす福音のメッセージを

人々に宣べ伝えるために， 自らの楽 しみや

生活を忘 れて2年 という期間を主に捧げて

い る天父の息子，娘たちなのです。 このよ

うに， イエ ス ・キリス トに従ってそのみこ

ころを行ない， この世的な欲望 を克服でき

るようになるために，私たちはひとつの道
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を選ぶのです。その道は，深い本当の満足

感 をもた らし， 人生の恐れを取 り除き，さ

らに生身の人間が持つ この世的な不安 を克

服する力を与えて くれ るのです。

教会員である私たちは， 日々重大な決定

を下す よう迫 られています。つまり，不安

を抱いた ままで毎 日を過ごすか，あるいは，

心に入 り込んで くるすべての感情や思い を

分析できるように常に祈 りの気持 ちで生活
ちから

す るかです。そのためには，天の能力に頼

ることを学ぶ必要があ ります。その能力は

聖霊の導 きを通 して私 たちに克己心 をもた

らし，また私たちを聖なる場所に立たせて

くれ ます。これは，実際に何 を意味 してい

るので しょうか。 日々私 たちの生活にあっ

て，幸福 と喜 びをもたらし， 自信 と力 を得

させ るまことの宝 とは何で しょっか。それ

は，救い主，贈い主， メシヤ，エホバ， そ

してエロヒムの独 り子であられるキ リス ト

と個 人的な関係 を築 き，毎 日をキリス トと

そのみたまで満 たす とい うことです。すな

わち，みたまのささや きを受け入れ，理解

し，常にそれに従 うことです。みたまの さ

さや きに従 うには，恐れに打ち勝つ勇気 と

決意が必要です。みたまは，私たちを見知

らぬ道，時にはだれも足を踏み入れたこと

のない道， 人一倍苦労する道， そして世の

人々の道 とは まったく異なる道へ と導 くこ

とがあるか らです。例 えば，みたまは，怒

る人に向かってほほえむ ように とささや く

か も知れ ません。また，憎 しみに燃える時

に愛を示すように，感謝する気持 ちになれ

な くても感謝す るように，人々のいやがる

仕事 を引き受け るように，弁護 したい時に

詫びるようにささや くか も知れ ません。そ

して，みた まが義 しく正直で素直な心 にさ

さや く時には，た とえ馬鹿げたことに思え

ても，すべて従わなければならないのです。

みたまの導 きに従ろて歩む ことは，聖典に

あるように 「虫も食わずボ さびもつかず，

37



また，盗人 らが押 し入うて盗み出す ことも

ない」(マ タイ6：20)天 に 宝をたくわえる

ことなのです。

しか し，天に宝がた くわえ られ るか らと

言って，ただ待ち望んでいるだけでは祝福

は得 られ ません。絶えず祈 りの気持 ちを持

ち，終始一貫して聖 きみたまに従 うことが

必要なのです。そ うすれば，この世 にあっ

て驚 くべ き奇跡の数々を目にす ることがで

きるで しょう。毎 日が新鮮で，見る ものす

べてが驚 きに変わ り，理解の 目が開け，人

生の見方が変わって きます。そして最後に，

新たな次元における喜び と平安が訪れ るの

です。

私 たち末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の

会員は，天か らの直接の啓示によって導か

れています。私たちは，みたまと一致する

ことが神のみこころに添 う道であり，その

時に求め るものはすべて得 られるというこ

とを啓示によって知 るのです。「『みたま』

によ りて願 う者は，神の旨によ りて願 うな

り。この故に，正 にその願 うが如 く聴かる

るな り。」(教 義 と聖約46：30;50：29を も

参照)

こ こで皆さんに，私の人生を感化 し，私

の理解の目を開いたある貴重な体験 をお話

したいと思います。私は仕事で何人かの顧

客 と取引きをしていました。 もちろん酒や

たばこを口にす る，馬鹿げた冗談 を言 うな

ど，一般の習慣でみた まが よしとされない

ことは しませんで したが，常にお客 とは良

い関係を保 とうと努力 していました。ある

日， ドイツの ドル トムン トにある事務所で

仕事 をしています と，得意先のお客か ら電

話がかか ってきました。パ リか らで，彼の

会社がそこで展示会 を開催 している とのこ

とでした。彼は，商談 もあるので来ないか
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と私 を誘 いました。 とっさに，私はみたま

によって，彼が私 をパ リに呼んだ理由はも

ちろん商談 もあ りますが，本当はぜいた く

なその町でだれか遊ぶお金 を払ってくれ る

人を見つけ るためだ とわかったのです。取

引 きには願 ってもない機会でしたが， それ

か ら先に待 ち受 けている困難 とも言える選

択の数々を考えると，私はちゅうちょしま

した。 しか し，セールスマンの義務 として，

行かなければならないことを知っていまし

た。私は心の中で， 自分の標準を曲げるこ

とな く成功 を収める力を与えたまえと必死

に祈 りなが ら，夜行列車でパ リに向か った

のでした。

翌 日の昼過ぎ，友達はパ リの駅で私 を迎

えて くれました。仕事の話 をする雰囲気で

はないのがす ぐわか りました。フランス語

も知 らないまったくのよそ者の私に，町や

娯楽場 を案内 したが っているようでした。

私 はより一層天父に祈 りました。す ると，

慰めばか りでな く，平安や喜びさえもが心

に満 ちてきました。私は友達に，会えたこ

との嬉 しさを伝 え，大切 な用事があるので

夜早い うちに帰 らなければならないと話 し

ました。彼は私 を見て，笑いながら言いま

した，「いや，いや，明 日までは帰 しません

よ。話 し合わなければならない重要な事柄

が山ほ どあるんです。それに，こっそ り，

町を御案 内しましょう。だれも見る人はあ

りませ んし，私 も秘密にしてお きます。 さ

あ， きょうは，大いに楽 しみ ましょう。」

彼の言う楽 しみ とは，私のそれとは完全

に異質のものです。で も同時に，彼の会社

との取引きが，私の会社の行 く末 を左右す

るものであ ることも私は知 っていました。

私は，助け を求めてさらに真剣に祈 りまし

た。彼は，知 る人のみぞ知 るという場所に



私を連れて行 こうとして， とうとう，ある

小さなしゃれたレス トランに入 りました。

みたまは，彼 と一緒に食事 をするのは悪い

ことではない と告げたので，私 はそれに従

っていつ終わるとも知れないた くさんの高

価なフランス料理 を食べ ることにしました。

当然流暢なフランス語 を話す彼がふた りの

食べ物 を注文 しました。そ して， ワインは

結構 です という私の強い主張に もかかわら

ずワインを2本 頼んだのです。

私たちは楽 しく語 り合い ました。彼のボ

トルは空にな り，一方の私のは以前 として

手がつけ られずに置かれていました。つい

にそれに気づいた彼は， ボ トル を取 って私

と彼のグラスにつ ぎました。彼は右手でグ

ラスを持 って私の 目をのぞき込んで言いま

した。 「親愛なるブッシェさん，私が あなた

とこうしているのをどんなに喜んでいるこ

とか御存知で しょう。あなたがそ うやって

標準 を守 ってお られるの もわか りますが し

か し， きょうはどうか私の健康 を祝 してこ

の グラスをあけて くれ ませんか。 もしそ う

なさらないな らば，今後一切 お宅 とは取引

きをしませんよ。」

まさに，血 も凍るような思いでした。そ

してこのように言 う声が聞 こえました，「ブ

ッシェ兄弟， さあ，決断 を下す時が きまし

たよ」 と。私の心の中に飲まないことに対

す るあらゆる言い訳が浮かんで きました。

しか し，私は 口を開 く前に，ひ とつの力に

よって捕えられ，たちまち大 きな喜び と光

で満たされたのでした。驚いたこ とに，私

は自分の右手で彼の肩 を抱いていました。

みた まは，私が 自分では考えつかないこと

を言わせたのです。それは，状況を一変 さ

せて しまいました。私はこのよりに言って

いたのです。「…… さん，あなた はそん な

お人 じゃあ りません。仕事ではいつ も正し

い決定 をされる。そのあなたがそんな非合

理的な基準で決断 を下すことなどありませ

ん よ。」私 は彼 を抱 きしめ， そして深い愛

と友情 を込めて彼の 目に笑いかけました。

彼は しば らくびっ くりした様子でぽかん と

していましたが，やがて彼の 目に涙があふ

れて きました。彼は私 を抱 きしめると，話

し始め ました。それは私に詫びる言葉でし

た。彼は泣 きながら， こう言ったのです。

「どうか，私 を許して くれたまえ。君がワ

インを飲んだら，私は，君を笑い者に しよ

うと，思 っていた。私 は君を負かそうと思

っていたが，君は私の永遠の友達になった

よ。 もう心配 しないで くれ。食事が済み次

第，列車に間に合 うように駅 まで送ろう。

それか ら，君がで きる範囲で好きなだけ私

から仕事 を取って くれたまえ。」

そして，すべてはその通 りにな りました。

その夜，帰 りの寝台車の中で，私は喜び と

幸福の涙を流 しながら，適切 な時に正 しい

方法で助 けを与 えて下 さった主に感謝 を捧

げたのです。

私 は，神が生きておられ ることを知 って

い ます。改宗後21年 間，それは私の心の中

にあ ります。私たちが心の中で義 しいこと

ができるように と常に祈るならば，主はい

ついか なる時で も助けを与 えて下 さいます。

イエ ス ・キ リス トを知 らずに世 を送るこ

とに甘ん じてはな りません。主のみたまの

慰めに よって，私 たちは新 しい道 を歩むこ

とができるのです。その道は，この世に来

る前に 目指 していた方角に私たちを導 き，

さらに大 きな光 と知識 と力 と喜びを日々も

たらして くれます。 この道を見いだ し， そ

の行程を歩むこ ととそ，入生におけ る唯一

の まことの宝なのです。 』
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官 教師の頃，私は同僚 との問に何か しっ

くりといかない ものを感 じていた。そ

の原因は何 であったのか， いまだにわか ら

ない。それは私たちが同僚 を組んでか らわ

ずか数週間後のことである。私たちふた り

はブラジルのある小さな町を歩 きながら，

心の中に怒 りや高慢 な思いが込み上げて く

るのを感 じていた。ささいなことが鼻につ

いて，同僚関係 その ものが気まず くなって

いたのである。互 いの祈 りも次第に形式的

にな り，腹立たしい思いがつのるばか りだ

った。 この義憤の念は事 あるごとに鋭い言

葉へ と変わった。そ していつ しか，みたま

は私 たちか ら離れていた。

ある午後のこ とである。それまで私たち

は幾 日もかけて求道者捜 しや会員の訪問に
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努めたが， さっぱ り成果が得 られなかった。

その 日の午前中はいつ ものように伝道 した。

午後には行 くあてもなか ったので，伝道報

告書の空欄 を埋め るためにアン トニオを訪

問す ることにした。アン トニオは教会の会

員ではなかったが，彼の妻が数年前に改宗

していて，たまに集会に顔 を出していた。

彼は宣教師を尊敬 してお り，病気の時には

宣教師に癒 しの儀式 を求め るほどの信仰が

あった。私 自身， 同僚 と共に2度 ほど癒 し

の儀式 を施 したことがある。私たちだけで

な く，これ までの宣教師 も皆，同 じように

していた。私たちはあのことが起 きるまで，

アン トニオが腹部の癌のためにあと数 カ月

か，恐 らくは数週間 しか生 きられなか った

とい う・ことを知 らなか った。

その日，玄関口に応対に出て きた姉妹の

顔には，張 りつめた ものが感 じられた。そ

の表情にはあ りあ りと苦悩が うかがわれた。

彼女は私たちを台所に通 して くれた。台所

の ドアを開け ると，その ままアン トニオの

部屋に通 じていた。そこか ら，狭いベ ッ ド

で身 をよじらせて激痛 に耐えているアン ト

ニオの姿が見 えた。彼は私たちがいること

にさえ気がつかないようだった。

私たちはす っか り動転 して しまって，す

ぐには どうしたらよいかわか らなか った。

アン トニオの妻は私 と同僚の方 を黙って見

ていた。私たちは顔 を見合わせ，アン トニ

オを見て，それか ら目を伏せた。その時，

本当に どうしたらよいか思 い当たらなかっ

たのである。さらに悪いこ とには， それま

で同僚 と一言 も言葉 を交わしていなか った

ので， 自分 たちが霊的に助け られるような

状態にないことを感 じていた。やがてどち

らかが， しば らくふた りだけになれる部屋

があるか どうか尋ねた。彼女は私 たちを寝

室に案 内して くれた。私たちは戸を閉 じて

か らひざまずいて交互に祈 った。祈 りの中

で，最初にアン トニオにつ いて主のみここ

ろが何であるのかを知 らせて下 さるように

願 った。静寂の中で私 たちが受けた答えは，

私 たちがふ さわしくないばか りに主の答え

が受け られないというものだった。この思
ク

いは痛烈に私 たちの心に鳴 り響いた。私た

ちは， 自分たちが高慢 でつまらない思いを

持 っていたために神権を行使する力が得ら

れな くなったことを悔い， 自分たちに落ち

度が あったことを互 いに認め合って， それ

を主に告 白した。気まずい思いで祈 り始め

た祈 りが，いつ しか嘆願 に変わっていた。

私たちがふ さわし くないためにアン トニオ

まで も祝福 を奪われて苦痛に悩むことのな

いように主に請 い願った。私たちの罪を赦

し， アン トニオを祝福するに足る信仰 と力

を与えて下 さるように，さもなければ私た

ちとは無関係にア ン トニオを祝福 して下 さ

るよう切 に訴えたのだった。

私たちは平安 を感 じるようになるまで交

互 に祈 った。恐 らく30分 間はこうして祈っ

ていたに違いない。やがて私たちはひ とつ

の気持 ちにな り，部屋を出て，ア ントニオ

の頭に手 を按 き，みたまの導 くままに祝福

を施すこ とに した。

こうして私たちが部屋 を出ると，姉妹か

ら尋ね られた。「祈って下 さったのですか。」

私たちが祈 ったことを伝 えると，彼女はこ

う言った。「主人は息 を引き取 りました。」

私 たちは言いようのない罪悪感に責め ら

れなが ら家 を出た。愚かにも人とのささい

な行 き違いか ら祝福 を授ける力 を失ったあ

の苦い経験 は，今 でも辛い教訓 となって私

たちの心の奥底に刻み込まれている。
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勝利者の くつ

七十人第一定員会会 員

ロバ ー ト ・L・ バ ッ ク マ ン

「人 はその心に思 うそのままである・人

格はその思 いの具象である。」これは，

ジェームズ ・アレンがその古典 「人， その

思 うごとくに」の中で語っている言葉 であ

る。私はかつて伝道部長 をしていた時， こ

の言葉 とまった く同 じことを宣教師たちの

生活に見てきた。

あるひとりの宣教師が伝道部へ赴任 して

きた。私は彼 と面接 し，宣教師の義務 と責

任，規則などについて話 した。宣教師に期

待されるこ とをかいつ まんで説明している

と，彼は話 をさえぎってこう言 った。「ちょ

っと待って下 さい，バ ックマン伝道部長。

その前に覚 えておいて欲 しいのですが，私

は本当につまらない人間なんです。」

私は，彼も神の子 であ り，その召 しを果

たす大きな力を持っていることを教 え，こ

の世で彼にしか与えられていない使命があ

ることを気づかせることを心に決めて，彼

にひとりの先輩宣教師 を割 り当てた。この

先輩宣教師は，彼のやる気のなさなど意に

も介さず，聖典 を学び， 自分を成長 させ，

務めを果たすよういつ もチャレンジを与 え，

一生懸命に彼を励 ました
。その上，私 自身

もきついチャレンジを与 えたため， この宣

教師，次に私が伝道部 を巡回して来て顔 を

合わせる時には私の鼻柱 をたた きつぶ して

や ると言っているとい う報告が担 当の監督

長老か ら入るほ どであった。

それか ら数週間もたたないうちに，私は

妻 を連れて，解任前の最後の巡回に出た。

宣教師一人一人 と会って，彼 らへの愛 と信

頼の気持 ちを伝 えた。問題の新任宣教師の

番が回ってきた。私は彼を部屋に入れ， ド

アを閉めた。そして眼鏡をはず して言った。
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「長老
， 自分 で正 しい と思 うな ら，遠慮は

いらない。さあ，私 をたたきのめしなさい。」

さあ，パ ンチが飛んで来 るぞと私は思 った。

ところが意外に も，彼は私の腕の中に泣 き

崩れてきたのである。その後のひと時は本

当に素晴 らしい ものであった。私は，人々

に仕え，愛す るために神から与 えられてい

る彼 自身の潜在能力についていろいろと私

が知っていることを話 した。そして最後に，

もし私 を喜ばせ よ うとする気持 ちがあ るな

ら，2年 後，解任 された時にソル トレー ク・

シティーの私の事務所 を訪れて，召しを立

派に果たしたことを報告して欲しいと告げた。

伝道部長の任 を解かれて故郷へ帰 り，2

年 ほどたったある日の朝の こと，私は事務

所で仕事 をしていたが，机から目を離 して

顔 を上げると， ドアの向こうにひ とりの青

年が立 っていた。あの宣教師である。あい

さつの言葉 もそこそこに彼はこう言った。

「伝道部長
，無事 に伝道 を終 えることがで

きました。」

私はこの宣教師を誇 りに思 っている。 も

っひとり， とても内気で恥ずか しが りの宣

教師がいた。私 と目を合わせ ると，顔 を赤

らめて しまうほ どであった。 この宣教師の

家は養豚業を営み，そ うい う環境の中で育

った彼は，人といるよりも豚 と一緒にいる

方が気持 ちが落ちつ くのである。立派な宣

教師にな りたいという気持 ちとは裏腹に，

人と話す というこ とは彼に とって大変な苦

痛であった。後に，その宣教師が属す るゾ

ー ンで
，ゾー ン大会を開いた時，彼はこう

証 した。「伝道部長，宣教師になるというこ

とは， フッ トボールをするの と同 じことだ

とい うことに気づ きました。」彼は高校進学

のために家を離れた時のことを話 した。入

学の手続 きをす る時に， フッ トボールチー

ムがあることを聞いて， 自分 も入 りたい と

属ったが， フットボール用の くつ も， また

それを買 うだけの余裕 もなかった。その時，



ふ と，いとこのことが心に浮かんだ。このい

とこはこれまで学校のフッ トボールチーム

のスター として活躍 していたか らである。

早速，そのいとこを訪ね，彼は くつ を貸し

て もらえないか と頼んだ。い とこは自分が

はいていたくつ を貸 して くれたが， その時，

こう言った。「このくつ を汚すようなことは

しないで くれよな。」

こうして彼は学校のフ ットボールチーム

に入った。そのシー ズンの開幕試合 で，彼

が 自分の真向いに見たのは，見るか らに意

地の悪そ うな，大 きな選手だ った。その も

のす ごい選手 を見ただけで，生唾が出てきた。

そ して心の中でこうつぶやいた。「ぼ くに

はとても彼を倒す ことができない。でも，

いとこな らできるか もしれない。そして，

ぼ くはそのいとこの くつ を履 いてい る。」

こうして彼は意を決 して突進 し， その相手

を倒 したのである。それか らはその試合中

ずっとその選手 を倒すことができた。

彼がどのような宣教師になった とお思い

だうつか。

明るい思いをもって人生に取 り組み， 人

生 と人生におけ る自分の役割について積極

的な考え方 を持つことは本当に大切なこと

である。私は宣教師 たちによくこう言って

聞かせた。「で きると信 じればできるし，で

きないと信 じればできない」 と。私はある

時，宣教師たちに雑誌で見たマルハナバチの

絵 をあしらった広告の ことを話 したことが

ある。その絵の下には次のような言葉が書

いてあった。理屈か ら言 うと，マルハナバ

チは飛べ るはずがない。空気力学のあらゆ

る理論か ら考えて胴体がその羽よ りも大 き

過 ぎるか らである。 しか し，当のハチはそ

んなことは知 らない。だから飛ぶのである。」

マルクス ・アウレリウスは 「人の人生は，

その人の思いによって造 られる」 とい う言

葉 を述べている。

あるユースコンファレンスで，人が神の

子供 として持 っている可能性 とい うテーマ

で話 し合 ったことがある。その席 で，ひ と

りの女の子が証 をした。「私は自分でできる

と思ったことしかできないことを知ってい

ます。大会が終わって家へ帰った ら，鏡 を

のぞきこんで， こう言 うつ もりです。スー

ザ ン，あなたは美 しいわよって。」

イエス ・キ リス トの福 音と， 自分は神の

子供であるという思いを身にまとった末日

聖徒は，この世の中で最 も前向きに物事 を

考える民である。慈悲深い天父が私たちを

この地上に置かれたのは，成功させ るため

であ り，失敗 させ るためではない。

この思いは私 たちが信仰に よって歩む助

け となる。私たちは物事 を楽観的に考え，

神の永遠の救いの計画の一部 となっている

ことを堅 く信 じなければな らない。 もし私

たちがもっ と積極的な思いを持ち，熱心に

楽天的にこの世 を送 ることができるならば，

問題はす ぐに解決す る。

「人はその心に思 うその ままである
。」

若い兄弟姉妹の皆 さん，皆 さんは成長す

るにつれて， 自分 にしか ない個性，輝か し

い将来， イエス ・キ リス トの福音が教 える

美 しい真理，そして救い主 との個 人的な関

係 について， もっと積極的な思いを持つ よ

うにしていただきたいと思 う。そ うい う積

極 的な思いこそ，現世における豊かで実 り

のある生活，そして来世 においては永遠の

生命 と昇栄 とを約束 し，皆 さんを行動へ駆

り立て る力となるのである。

使徒パウロはピ リピ人へ あてた手紙の中

で，聖徒 たちが積極的な思いを抱 くように

願 って次のように述べている。

「最後に
，兄弟 たちよ。すべて真実なこ

と，すべて尊ぶべ きこと，すべて正 しいこ

と，すべて純真なこと，すべて愛すべきこと，

すべてほ まれあること， また徳 といわれる

もの，称賛に値するものがあれば，それ ら

のものを心に とめなさい6」(ピ リヒ4：8)
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ロー カ ル ・ニ ュ ー ス

金版 の文字 の写 し，発 見 され る

このほど，モルモ ン経の金版か らジョセ

ブ ・ス ミスか直接に転写 した と思われる文

字の写 しか，一収集家の手によって発見さ

れました。

もしこれか本物であるとすれは， この一

枚の紙は現在知 られている末 日聖徒の記録

の中で最古の もの，また ジョセブ ・ス ミス

の手書 き文書 としても最 も古いものとな り

ます。この金版の文字の写 しか，1828年2

月にマーテン ・ハ リスを通 じてニュー ヨー

ク ・シティーのチャール ズ ・アン トン教授

鋤鎖 踊藤懸騨 醜騨騨畷鯛曝 耀駿騨懸

とサ ミュエル ・L・ ミッチェル博士に見て

もらうためにジョセブ ・ス ミスが書 き写 し

たものの一部であるこ とは明らかです。

この文書を発見したのは，ローガンにあ

るユ タ州立大学の医学部予科の学生 で，歴

史文書や古物の収 集をしているマーク ・ウ

ィリアム ・ホフマン兄弟です。文書はソル

トレー ク ・シティーのある人か ら買い求め

た古い聖書の中にはさまれていたものです。

この聖書は，1668年 に英国で発行 されたも

ので，17世 紀以降ス ミス家が所有 してきた

▲

マ ー ク ・ホ フ マ ン兄 弟(左 端)か 発 見 した シ ョセ

ブ ・ス ミス の 文 書 を検 分 す る ス ペ ンサ ー ・W・ キ

ンホ ー ル 大 管 長(中 央) 。 そ れ を見 守 る大 管 長 会 の

N・ エ ル トン ・タ ナ ー ， マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

両 副 管 長 と十 二 使 徒 定 員 会 の ホ イ ト ・K・ パ ソカ

ー 長 老
， コー トン ・B・ ヒ ン ク レー 長 老 。 右 側 に

あ る の か ， ホ フマ ン兄 弟 か この 文 書 を発 見 した ス

ミス家 の聖 書 。

<1828年 にシ ョセ フ ・ス ミスかモルモ ン経 の金版 か

ら写 しとった と思われ る縦組 み文字。



もの と思われ ます。

この写 しの片側 には文字が縦組みに並ん

でいて，他方の側 にジョセブ ・ス ミスの言

葉が書き加えられ，最後に署名が入ってい

ます。

「これらの文字は
，私が 自分の手で金版

か らひ とつひ とつ刻明に写 しとり，ニュー

ヨー ク ・シテ ィーの識者に見せ るためにマ

ーテン ・ハ リスに託 した ものである
。 しか

し識者たちはこれ を翻訳す るこ とができな

かった。主がイザヤ書第29章11節 に記 され

ている予 言を成就 させ るため，彼 らにその

文字の意味 を明らかにしたまわなかったか

らである。」

ホフマン兄弟はこの文書を，保管 と，真

偽の調査研究のために教会歴史部に託 しま

した。この記録は酸化を防 ぐためにプラス

チック加工される予定です。ホフマン兄弟

は また，ジョセブ ・ス ミスの曾祖父がその

父親かわか らないが，サ ミュエル ・ス ミス

と署名の入った聖書 も教会で保管す るよう

に申し出しました。ただ残念なのは，教会

記録保管庫に比較対照で きるサ ミュエル ・

ス ミスの筆記が残 ってないことです。

教会歴史部の歴史史料主任検査員であ り，

モルモン自筆書類の権威，デ ィー ン・C・ジ

ェシー兄弟は，この筆記は確かにジ ョセブ・

ス ミスの ものに間違いない と述べています。

ホフマ ン兄弟は4月22日 に，この写 しを

大管長会に提示 しました。そして，4月28

日の記者会見で金版の文字の写 しが発見 さ

れたことが正式に発表 されたのです。

ジョセブ ・ス ミスは，1827年9月22日 に

天使モロナ イから金版 を受け取 りました。

そして，モルモン経の初版が印刷 されたの

が，1830年3月26日 ， ニューヨー ク州のパ

ルマ イラにおいてでした。

マーテン ・ハ リスは後に，アン トン教授

とミッチェル博士に会った時の模様 をこう

書 き記 しています。

「私はニュー ヨー ク市へ行 って君が書き

写 して置いた文字を，その翻訳 と一 しょに，

文学上の学識で有名な一紳士チャールズ ・

アン トン教授 に提出した。アン トン教授が

言われるに， この翻訳は正確 である。エジ

プ ト語か ら翻訳 されたものの中， これより

正確な もの をまだ見ないほ どであると。そ

こで私はまだ翻訳 してない文字 を出して見

せ たところ，これ らはエジプ ト語，カルデ

ヤ語，アッシリア語お よびアラビア語など

で， またその文字 も本当の文字であると言

われて，教授はパルマ イラの人々に宛てて

『これ らの文字は真正の文字にして，また

これらの文字 より翻訳 されたるものもまた

正確 な り』 と言 う一通の証明書を私に下 さ

った。私はその証明書 をとってか くしに入

れ， さて正に教授の家 を立 ち去 ろうとした

時アン トン氏は私 を呼び返 して，その青年

はその金版を見つけた場所に金版のあるこ

とがどうしてわか ったか と聞かれ るか ら，

それは一人の神の使がその青年 に在 り個所

を明 したのである と言った。すると教授は
ち ょつ と

『一寸
，その証明書 を見せ て』 と言われる

か ら私はその言に従ってそれ をか くしから

取 り出してお渡 しす ると，教授はこれ を寸

寸に引き裂いて 『今時，天使が導 きと恵み

を与えるな どと言 うことがあるものか。私

にその金版 を持って来なさるな らば翻訳 し

てやる』 と言われた。よって金版の一部分

は封ぜ られているし，また持 って来ること

をとめ られている， と告げた。す ると教授

は 『私は封 じてある書物 を読むことはでき

ぬ』 と言われた。そこで私は教授の許 を去

って ミッチェル博士の許へ行 ったが， 同博

士 も文学 と翻訳の両方に関 しア ン トン教授

の言われた言葉 を承認 された。」(H魏oη

げ'勉C伽 名漉 「教会歴史」1：20)
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神 権 ホ ー ム テ ィー チ ン グ

100%は 達成可能

本誌5月 号のロー カルページで菊地良彦長老によって紹介されたオース トラ リ

ア･ブ リスベーンステー キ部におけるホームティーチ ングのすば らしい実績は,

日本で も啓発的なニュー スとして受け止め られました。あるステーキ部や地方部

では,ブ リスベー ンステー キ部に負けない意気込みでホームティーチ ングに取 り

組むよ うになった と伝 えられてい ます。

次にあげる福 岡ステー キ部 の4月 のホームティーチ ング記録(コ ー リレーショ

ン報告書よ り)と 名護支部の玉城兄弟の証は,そ の様子 牽伝 えています。特に名

護支部の場合は,ホ ームテ ィーチングを100%達 成 した々やに聖餐会の出席率が

147%を 記 録 した とのこと。これはホームティーチングが他 のプログラムにいか

に大きな影響 を及ぼすか とい うことを示 しています。

皆さんのワー ド部/支 部のホームテ ィー.チングはいかがでしょうか。

福 岡 ス テーキ部ホ ーム ティーチ ング記録
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が福音に接 し,福 音に興味 を持 ち,福 音の

大切 さを知 る機会 とす ることがで きるよう

努力 しました。その結果人々を救いに導 き,

愛 と一致を表わすことがいかに素晴らしく

主に喜ばれることなのか,ま たそれが シオ

ンの建設に是非 とも必要であることを一人

一人が身をもって知 ることが できました
。

(モーセ7章18節 参 照)こ れは大 きな祝福です 。

いよいよ聖餐会100%を 達 成する支部大

会の 日が巡って きました。私 はいつ ものよ

うに朝早 く起 きて心か らの祈 りを主に捧げ

ました。昨夜聞いた天気予報に よれば,今

日は雷を伴 う大雨 とい うことでした。はた

してその通 りで,昨 夜 より一層雨足が強 く

なってい ました。私は雨が止む ように とは

_祈 りませんでした。｢支 部の忠 実 な兄弟 姉

妹たちが心を一つに して,一 生懸命頑張 り

ましたか らどうぞ,大 いなる神様,彼 らが

愛 を持って招待 した兄弟姉妹すべ ての人々

がこの ような悪天候の中にあって も心 を教

会に向けることができるように導いて下 さ

い｣と 祈 りました。 日曜学校 の時間に,私

たち支部長会は地方部長の方々と話 し合 う

ことができました。その時,地 方部長は,

今 日の聖餐会の出席は何名の予想ですか と

私 たちに尋ねました。私 は降 りしきる雨を

横 目で見ながら,110名 です と.答えました。

ところが聖餐会の開会が近づ くにつれ人々

が どん どん増えて きました。ホールは狭 く

廊下に も人があふれ,玄 関の戸 口まで兄弟

姉妹たちで一杯にな りました。私 は開会の

挨拶 を述べなが ら熱気でむんむんす る会場

で,｢会 員数,107名 の うち本 日の出席 者は

108名 です。私 たちは菊地長老のチャレン

ジである聖餐会出席100%を こ こに達 成す

ることがで きました。｣と発表 しました。そ

してただあ りが とうござい ますの一言 しか

ほかに何 も言.えませんでした。

｢伝道資金｣へ の積極的な献金を!

邑日本 ･韓国地域代表役員 菊 地 良 彦

現在,毎 月10～15名 の 日本人専任宣教師が召 されてお り,そ の数約200名 が全

国各地で伝道の業に励んでいます。 しかし,一 方では伝道 を希望 しなが らも,個

人では十分な伝道資金の備えができないため,伝 道 に出る時期 を延ば している人

も全国に大勢います。

そこで,私 たちは資金面で何 とか彼 らをお助け したい と考えています。

つきましては皆様に,｢伝 道資金｣へ の献金 をお願い したいと思 う次第です。

なお,献 金は,献 金用紙の欄に御記入の上,監 督/支 部長にお渡 し下 さい。

会貝の皆様の一致 した協力 と心か らの献金によって,伝 道活動が成功するよう

お祈 りいたします。

お詫び訂正

本紙5月 号p.46に 以下の誤 りがありましたのでお詫びして訂正いたします。

右の段,上 よ り18行目 ヨーロッパ北西部地域→ アメリカ合衆国北西部地域
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